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今
年
３
月
で
閉
園
と
な
る
藤

田
幼
稚
園
と
森
江
野
幼
稚
園
で

は
３
月
18
日
、最
後
の
修
了
式
・

閉
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
幼
稚

園
で
最
後
と
な
る
卒
園
児
一
人

一
人
に
森
口
智
典
藤
田
・
森
江

野
幼
稚
園
長
か
ら
修
了
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。　

　

園
長
式
辞
に
続
く
、
来
賓
祝

辞
で
は
、
太
田
久
雄
町
長
、
八

島
博
正
議
長
が
、
両
幼
稚
園
の

閉
園
に
あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の

ご
支
援
へ
の
感
謝
の
言
葉
を
述

べ
た
後
、
代
表
園
児
に
記
念
品

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

園
児
た
ち
か
ら
の
「
別
れ
の

こ
と
ば
」
で
は
、
幼
稚
園
で
の

思
い
出
と
、「
大
好
き
だ
っ
た

こ
の
幼
稚
園
と
も
お
別
れ
、
閉

園
で
す
。
と
て
も
さ
び
し
い
け

れ
ど
、
こ
の
幼
稚
園
で
楽
し
く

過
ご
し
た
こ
と
忘
れ
ま
せ
ん
。

大
好
き
だ
っ
た
藤
田（
森
江
野
）

幼
稚
園
、
さ
よ
う
な
ら
」
と
お

別
れ
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

幼
稚
園
で
歌
う
最
後
の
歌
と

な
る
園
歌
斉
唱
で
は
、
会
場
中

閉閉    園園
―特　集――特　集―

まちの幼稚園が一つになるまちの幼稚園が一つになる

最
後
の
修
了
式
・
閉
園
式

朝
日
を
あ
び
た　
　

あ
つ
か
し
が

「
元
気
み
ん
な
」
と

呼
び
か
け
る

「
元
気
」「
元
気
」

こ
だ
ま
が
か
え
る

よ
い
子
が
つ
ど
う

藤
田
幼
稚
園

藤
田
幼
稚
園
の
歌

作
詞　

畠
腹　

順
一

作
曲　

板
垣　

忠
直

一

二
豊
か
さ
た
た
え

あ
ぶ
く
ま
が

「
仲
良
し
み
ん
な
」
と

見
つ
め
て
る

「
明
る
い
」「
明
る
い
」

笑
顔
が
そ
ろ
う

よ
い
子
が
つ
ど
う

藤
田
幼
稚
園

会場に最後の園歌が鳴り響く♪会場に最後の園歌が鳴り響く♪

み
ど
り
が
ひ
か
る

国
見
山

も
り
の
小
鳥
が

チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
と

み
ん
な　

仲
良
く

あ
そ
ぼ
う
よ

た
の
し
い

も
り
え
の
よ
う
ち
え
ん

作
詞　

遠
藤　

強

作
曲　

立
花　

和
夫

森
江
野
幼
稚
園
の
歌

い
ね
が
み
の
る
よ

青
い
空

り
ん
ご
の
ほ
っ
ぺ
で

ニ
コ
ニ
コ
と

み
ん
な
仲
良
く

は
な
そ
う
よ

あ
か
る
い

も
り
え
の
よ
う
ち
え
ん

一

二

　平成 25 年３月、藤田幼稚園と
森江野幼稚園が長い歴史に幕を閉
じました。
　幼稚園統合シリーズの２回目
は、それぞれの幼稚園での最後の
修了式・閉園式の様子と幼稚園の
歴史をお届けします。

記念品授与（藤田幼稚園）

担任の先生から園児一人一人に花
束が渡されました（藤田幼稚園）

に
子
ど
も
た
ち
の
大
き
な
声
が

響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
森
口
園
長
か
ら
太

田
久
雄
町
長
に
藤
田
・
森
江
野

そ
れ
ぞ
れ
の
幼
稚
園
の
園
旗
が

返
納
さ
れ
、
両
幼
稚
園
の
長
い

歴
史
が
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

今
後
、藤
田
幼
稚
園
園
舎
は
、

国
見
小
学
校
の
学
童
保
育
施
設

と
し
て
、
森
江
野
幼
稚
園
園
舎

は
、
く
に
み
幼
稚
園
の
預
か
り

保
育
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、
再
び

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が

返
っ
て
来
ま
す
。

　

長
く
歴
史
の
あ
る
藤
田
・
森

江
野
幼
稚
園
の
伝
統
は
、
町
の

宝
で
あ
る
「
子
ど
も
た
ち
」
の

思
い
を
の
せ
て
、
く
に
み
幼
稚

園
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
す
。

記念品授与（森江野幼稚園） 修了証書授与（藤田幼稚園）別れのことば（藤田幼稚園） 別れのことば（森江野幼稚園）園旗返納（森江野幼稚園）
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41
年
４
月

41
年
８
月

43
年
３
月

43
年
３
月

51
年
４
月

51
年
８
月

51
年
12
月

56
年
５
月

57
年
12
月

59
年
４
月

２
年
10
月

３
年
３
月

３
年
10
月

14
年
４
月

18
年
４
月

23
年
12
月

24
年
４
月

25
年
３
月

国
見
町
立
藤
田
幼
稚
園

創
立

園
舎
建
物
は
昭
和
31
年

国
見
町
第
２
保
育
所
と

し
て
３
年
間
開
設
さ
れ

て
い
た
が
、
そ
の
後
住

宅
に
転
用
さ
れ
て
い

た
。
内
部
改
造
の
上
、

幼
稚
園
舎
と
し
た
。

物
置
完
成

プ
ー
ル
完
成

小
鳥
舎
完
成

遊
戯
室
を
改
造
し
て
１

学
級
増

遊
戯
室
新
築
工
事
着
工

遊
戯
室
完
成

給
食
開
始

自
動
火
災
報
知
機
完
成

給
食
配
膳
室
・
保
健
室
・

職
員
室
移
動

園
舎
改
築
起
工
式

園
舎
引
渡
式

園
歌
・
園
章
制
定

物
置
完
成

２
年
保
育
開
始

藤
田
小
学
校
校
庭
に
遊

具
を
新
設
す
る

園
舎
と
国
見
小
学
校
体

育
館
の
境
に
フ
ェ
ン
ス

新
設

閉
園
式
・
園
旗
返
納

昭和平成
44
年
４
月

44
年
４
月

44
年
５
月

44
年
７
月

45
年
４
月

46
年
４
月

47
年
４
月

48
年
３
月

50
年
５
月

51
年
11
月

52
年
５
月

53
年
５
月

54
年
11
月

56
年
４
月

57
年
６
月

58
年
４
月

62
年
５
月

62
年
７
月

63
年
８
月

３
年
２
月

４
年
４
月

17
年
９
月

18
年
４
月

20
年
３
月

23
年
７
月

25
年
３
月

森
江
野
小
学
校
に
併
設

開
園
式
挙
行

お
か
ず
給
食
開
始

水
遊
び
場
完
成

花
畑
・
砂
遊
び
場
設
置

保
育
室
・
遊
戯
室
に
通

路
（
ド
ア
）
を
設
置

園
舎
東
側
に
水
飲
み
場

設
置
、
園
庭
拡
張

園
歌
制
定

完
全
給
食
開
始

花
畑
・
砂
遊
び
場
の
移

転
、
整
備

砂
場
改
設
、
排
水
溝
設

置
、東
側
防
護
柵
設
置
、

低
鉄
棒
設
置

ブ
ラ
ン
コ
設
置

ダ
ブ
ル
リ
ン
グ
ス
ラ
イ
ド
設
置

職
員
室
新
設

プ
ー
ル
完
成

職
員
室
増
設

廊
下
掲
示
板
設
置

プ
ー
ル
フ
ェ
ン
ス
取
付

印
刷
室
設
置

物
置
増
設
、
放
送
設
備
取
付

新
園
舎
移
転

フ
ェ
ン
ス
取
付

物
置
設
置

２
年
保
育
開
始

ブ
ラ
ン
コ
改
修

園
庭
表
土
除
去

閉
園
式
・
園
旗
返
納

昭和平成

幼稚園の  歴史に幕幼稚園の  歴史に幕
藤   田藤   田森江野森江野

沿　

革

沿　

革

　藤田・森江野幼稚園
の最後の卒園児に『幼
稚園の思い出』を聞き
ました。

佐
さとう

藤　悠
ゆうき

喜　くん
友達と外で鬼ごっこ
をしたことです。

岡
おかだ

田　眞
ま な

菜　さん
友達と一緒に、箱や紙
で猫を作ったことです。

古
ふるかわ

川　 楓
かえで

　くん
さくら組とドッジボー
ルで戦ったことです。

金
かなざわ

澤　鈴
すず か

夏　さん
なわとびを 1 分跳べる
ようになったことです。

鑓
やりみず

水　ゆきえ　さん
プールに入って泳い
だことです。

齋
さいとう

藤　蓮
れん と

斗　くん
水族館でタコやクラ
ゲを見たことです。

八
やしま

島　加
か な

奈　さん
水族館を見に行ってペ
ンギンを見たことです。

坂
ばんない

内　厚
こう た

太　くん
お友達と戦いごっこを
して遊んだことです。

佐
さとう

藤　圭
けいすけ

将　くん
氷作りをしたことで
す。

鈴
すずき

木　蒼
あおい

衣　さん
お楽しみ会の発表で
す。

鈴
すずき

木　太
たいき

輝　くん
雪遊びをしたことで
す。

村
むらかみ

上　 空
そら

　さん   
カップケーキ屋さん
ごっこをしたことです。

岩
いわぶち

渕　心
ここ ね

音　さん
長なわとびをしたこ
とです。

松
まつうら

浦　謙
けん や

也　くん
跳び箱をしたことで
す。

佐
さとう

藤　美
み ゆ な

優菜　さん
プール遊びしたこと
です。

森江野幼稚園森江野幼稚園 藤田幼稚園藤田幼稚園
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３
月
３
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
何
度
も
演
奏
し
て
い

る
木
住
野
佳
子
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
き
し
の
さ

ん
は
東
京
出
身
。
数
多
く
の
演

奏
活
動
の
傍
ら
、
ベ
ー
ゼ
ン
ド

ル
フ
ァ
ー
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
し
て
も
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
震
災
後
は
、

各
地
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
奏
な

ど
を
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

木
住
野
さ
ん
は
、
３
年
ぶ
り

と
な
る
観
月
台
で
の
演
奏
を
前

に
「
国
見
町
の
外
観
は
、
震
災

前
と
変
わ
ら
な
い
感
じ
が
し
ま

し
た
。
放
射
能
な
ど
目
に
見
え

な
い
も
の
と
戦
っ
て
い
る
み
な

さ
ん
を
音
楽
の
力
で
勇
気
づ
け

た
い
。」
と
語
り
ま
し
た
。

２
年
ぶ
り
の
コ
ン
サ

ー
ト
と
な
っ
た
イ
ン
ペ
リ

ア
ル
で
す
が
、
懸
命
な
保
守

に
よ
り
見
事
な
音
色
が
甦
り
ま

し
た
。
木
住
野
さ
ん
は
「
離
れ

て
い
た
彼
氏
と
再
会
し
た
よ
う

な
気
分
。
ピ
ア
ノ
の
状
態
は
良

く
、
機
嫌
よ
く
音
が
出
て
い

た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ラ
イ
ブ
で
は
、
ピ
ア
ノ
演
奏

と
共
に
町
内
在
住
の
詩
人
で
も

あ
る
内
池
和
子
さ
ん
の
「
漂
流

す
る
秋
」
の
詩
の
朗
読
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
来
場

者
と
「
ふ
る
さ
と
」
を
合
唱
し

ラ
イ
ブ
は
終
了
し
ま
し
た
。
き

し
の
さ
ん
は
、「
ホ
ー
ル
が
復

活
し
た
ら
、
ぜ
ひ
観
月
台
で
演

奏
し
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

3・11   震災から

　あの東日本大震災から　2 年が経ちます。町は着実に
復興に向かって前に進ん　でいます。そこで、ここでは 
復興・成長が感じられる　2 つの話題を紹介します。

あの日生まれた命
すくすく成長

本大震災から 2 年が経ちます

  ２　年２　年

翔
太
君
に
つ
い
て

家
族
の
方
に
聞
き
ま
し
た

Ｑ
：
ど
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い

ま
す
か
？

Ａ
：
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
の
重
機
に
興

味
が
り
、
外
で
重
機
の
音
が
聞
こ
え
る

と
よ
く
反
応
し
ま
す
。
お
も
ち
ゃ
の
重

機
も
好
き
で
す
。

Ｑ
：
外
で
遊
ぶ
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
家
の
庭
は
、
自
分
達
で
除
染
し
た

の
で
遊
ば
せ
て
い
ま
す
。
走
っ
た
り
、

お
も
ち
ゃ
の
車
に
乗
っ
て
遊
ん
だ
り
、

祖
父
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
砂
場
で
遊
ん

だ
り
、
鉄
棒
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
り
し
て

遊
ぶ
の
が
好
き
で
す
。

Ｑ
：
ご
両
親
が
こ
の
２
年
間
で
、
一
番

大
変
だ
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
？

Ａ
：
子
ど
も
た
ち
を
本
当
に
外
で
遊
ば

せ
て
い
い
も
の
か
悩
み
ま
し
た
。
当
時

は
、
神
経
質
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今

は
、
家
の
庭
で
は
遊
ば
せ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
国
見
町
で
子
ど
も
を
育
て
て
行
く

う
え
で
、
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？

Ａ
：
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
が
少
な
い

こ
と
で
す
。
安
心
し
て
遊
べ
る
と
こ
ろ

が
少
な
い
。
ど
う
し
て
も
、
放
射
線
を

気
に
し
て
不
安
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
将
来
、
ど
ん
な
子
に
育
っ
て
ほ
し

い
で
す
か
？

Ａ
：
元
気
に
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し

い
。
健
康
で
い
て
ほ
し
い
と
心
か
ら

思
っ
て
い
ま
す
。

平成 23 年 3月 11 日
一人の命が誕生しました
震災直後に生まれ、
元気な子に成長しています

木木
き し のき し の

住野住野佳佳
よ し こよ し こ

子子さんさんライブライブ震災以降、一度も演奏されなかった
ピアノの名器「ベーゼンドルファー」
あの日から２年の歳月が経ち
町民の宝が、再び蘇りました

木
住
野
佳
子
さ
ん

～ ベーゼンドルファー 
の音色が響く♪～

イインペリアル　蘇る

ピアノ演奏を披露する木住
野佳子さん

詩を朗読する内池和子さん

1歳になった頃の翔太君

生まれたばかりの翔太君（
0歳）

鈴鈴
すず き し ょ う たす ず き し ょ う た

木翔太木翔太君（2歳）君（2歳）

プロフィール
・性別：男の子
・好きな食べ物：果物、特にイチ

ゴ

・どんな性格：気が強い、元気で
活発

・好きな遊び：外遊びが大好き

日

砂
遊
び
を
す
る

翔
太
君
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平成 25年度平成 25年度
一般会計当初予算額は一般会計当初予算額は

歳
入
で
は
、
自
主
財
源
の

基
本
と
な
る
町
税
が
、

震
災
に
よ
る
固
定
資
産
税
の
減

等
に
よ
り
５
千
２
百
万
が
減
と

な
り
、
町
民
税
で
は
震
災
復
興

の
進
展
に
よ
り
、
３
千
２
百
万

円
の
増
、
一
方
軽
自
動
車
税
で

は
前
年
同
額
、
町
た
ば
こ
税
で

２
百
万
円
の
増
に
よ
り
、
総
額

８
億
２
千
７
百
10
万
円
、
前
年

度
比
２
．
１
％
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

　

国
・
県
支
出
金
に
つ
い
て

は
、
除
染
事
業
や
幼
稚
園
統
合

事
業
実
施
に
必
要
な
額
を
計
上

し
た
た
め
、
21
億
円
余
り
の
大

幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
地

方
譲
与
税
や
各
交
付
金
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な
っ

て
い
ま
す
。
普
通
建
設
事
業
等

に
充
当
す
る
町
債
は
、
庁
舎
建

設
事
業
費
の
伸
び
に
よ
り
増
と

な
り
ま
す
が
、
町
債
残
高
の
減

額
に
努
め
な
が
ら
、
必
要
な

歳
出
の
不
足
財
源
を
補
う
た

め
、
前
年
度
に
続
き
財
政
調
整

基
金
か
ら
１
億
６
千
３
百
万
円

弱
を
繰
り
入
ま
し
た
。
ま
た
、

地
方
交
付
税
は
、
震
災
復
興
特

別
交
付
税
に
よ
り
増
額
さ
れ
、

当
町
に
お
い
て
も
前
年
度
比

６
億
７
千
５
百
万
円
の
収
入
増

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
歳
入
総
額
に
対

し
、
町
税
等
の
自
主
財
源
は

18
．
１
％
、
地
方
交
付
税
、
町

債
等
の
依
存
財
源
が
81
．
９
％

と
な
り
ま
し
た
。　

歳
出
で
は
、
除
染
対
策
事

業
の
本
格
的
な
推
進

を
図
り
、
さ
ら
に
は
庁
舎
建
設

の
実
施
に
向
け
、
そ
し
て
第
５

次
国
見
町
振
興
計
画
の
実
現
及

び
復
興
計
画
の
推
進
に
重
点
を

置
い
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
交
流

推
進
を
図
る
た
め
の
組
織
改
編

を
行
う
と
と
も
に
、
町
民
相
談

室
を
開
設
す
る
経
費
な
ど
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
の
内
訳
で
は
、
消
防

費
が
一
番
多
く
、
除
染
対
策
事

業
の
積
極
的
な
実
施
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
次
に
総
務

費
で
は
、
庁
舎
建
設
事
業
の
実

施
の
た
め
の
費
用
を
計
上
し
て

い
ま
す
。
公
債
費
で
は
、
前
年

度
に
繰
上
償
還
を
行
っ
た
た
め

前
年
度
比
８
．
９
％
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
新
た
に
労
働

費
を
新
設
し
、
緊
急
雇
用
創
出

基
金
事
業
等
の
経
費
に
つ
い
て

計
上
し
、商
工
費
に
お
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
交
流
推
進
に
か
か

る
経
費
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

性
質
別
の
内
訳
で
は
、
除
染

対
策
事
業
費
の
大
幅
な
増
に
よ

り
物
件
費
が
２
５
５
．
０
％
の

増
と
な
り
、
公
債
費
は
前
述
の

と
お
り
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
人
件
費
と
あ
わ
せ
た
義
務

的
経
費
で
は
１
千
５
百
万
円

弱
、
０
．
９
％
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
普
通
建
設
事
業
費

で
は
、
庁
舎
建
設
事
業
に
よ
り

11
億
３
千
８
百
万
強
、
２
８
８
．

１
％
の
大
幅
な
増
と
な
り
、
そ

の
他
の
経
費
を
合
わ
せ
た
一
般

的
経
費
は
21
億
７
百
万
円
余

り
、
１
１
５
．
５
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
詳
細
は
性
質
別
内

訳
表
の
と
お
り
で
す
。

■一般会計性質別内訳（単位：千円）
性質別 予算額 増減率

義 務 的 経 費 1,692,057 △ 0.9

　 人 件 費 967,545 0.9

　 扶 助 費 356,516 3.6

　 公 債 費 367,996 △ 8.9

一 般 的 経 費 3,931,595 115.5

　 物 件 費 2,801,005 255.0

　維持補修費 3,976 △ 53.2

　 補 助 費 等 1,126,614 9.7

投 資 的 経 費 1,539,835 289.7

　普通建設事業 1,533,335 288.1

　 補 助 事 業 177,028 13.5

　単独事業等 1,356,307 467.2

　災害復旧費 6,500 324,900.0

その他の経費 436,513 △ 7.9

投資及び出資金 12,000 △ 33.3

貸 付 金 38,500 11.1

積 立 金 985 △ 38.6

繰 出 金 380,028 △ 8.3

予 備 費 5,000 0.0

合 計 7,600,000 72.7

＊うち人件費総額 1,003,469 1.2

76 億円76 億円 　

平
成
25
年
度
国
見
町
各
会
計
予
算
は
、
３
月
定
例
議
会
に
お
い
て
議
決
さ
れ
、
４
月
よ
り

執
行
さ
れ
ま
し
た
。
第
５
次
国
見
町
振
興
計
画
の
５
本
の
政
策
を
引
き
続
き
推
進
す
る
と
と

も
に
、
国
見
の
未
来
を
つ
く
る
５
つ
の
柱
で
あ
る
「
東
日
本
大
震
災
の
早
急
な
復
旧
・
復
興
」、

「
安
全
安
心
な
町
政
の
実
現
」、「
活
力
あ
る
町
政
の
実
現
」、「
思
い
や
り
の
あ
る
町
政
の
実
現
」、

「
国
見
町
の
継
続
的
な
維
持
発
展
」
を
推
進
し
、
東
日
本
大
震
災
復
興
計
画
と
合
わ
せ
た
各
種

事
業
を
強
力
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

■特別会計　　　　　  （単位：千円）
会計名 予算額 増減率

山長育英財産 645 0.0
国民健康保険 1,292,526 1.5
後期高齢者医療 101,255 3.8
介 護 保 険 945,916 8.0
渇水対策施設 6,750 △ 11.2
公 共 下 水 道 245,400 △ 11.1
土地開発事業 58,800 △ 50.2

計 7,607,395 △ 3.3

■財産区会計　　　　　 （単位：千円）
会計名 予算額 増減率

大木戸財産区 157 0.0

入 山 財 産 区 186 0.0

各財産区の管理に要する経費を計上しています。

石母田財産区 648 40.9

（石母田財産区議会により議決）

■公営企業水道事業会計 （単位：千円）
区分 収入 支出

収益的収支 232,440 218,577

資本的収支 37,251 57,803

30 億

40 億

50 億

60 億

70 億

80 億

24 年度と比較して 32 億円の増額
（72.7％の増）となりました。

一般会計当初予算額の推移
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元
プ
ロ
野
球
読
売
巨
人
軍
投

手
で
野
球
評
論
家
の
水
野
雄
仁

さ
ん
に
よ
る
復
興
・
絆
「
野
球

教
室
・
講
演
会
」
が
３
月
16
日
、

上
野
台
運
動
公
園
総
合
運
動
場

及
び
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
球
教
室
で
は
、
国
見
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
の
団
員
37
人
と

県
北
中
野
球
部
18
人
が
参
加

し
、
水
野
さ
ん
か
ら
ベ
ー
ス

ラ
ン
ニ
ン
グ
の
コ
ツ
や
投
球
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
の

指
導
を
受
け
た
後
、
最
後
に
一

人
１
球
勝
負
で
水
野
さ
ん
と
対

戦
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、「
私
の
野
球

人
生
」
と
題
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
人
生
で
学
ん
だ
こ
と
を
中
心

に
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
「
強

い
思
い
が
な
い
と
始
ま
ら
な

い
。
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て
進

ん
で
ほ
し
い
」
と
参
加
者
を
励

ま
し
、
会
場
を
埋
め
尽
く
し
た

町
民
の
皆
さ
ん
に
元
気
を
届
け

ま
し
た
。

水
野
雄か

つ

ひ

と仁
氏
が
指
導

野
球
教
室
＆
講
演
会

元
読
売
巨
人
軍
投
手

今日、教えてもらった投げ方やバッティ
ングの仕方をしっかり身につけ、中学校
で活躍できるように頑張りたいです。

佐
藤
空そ

ら

と大 

さ
ん 

今日、水野さんから指導を受けて、バッ
ティング、走塁、守備など、今までわか
らなかったことを学ぶことができたの
で、試合でいかせるようにしたいです。

鈴
木
晴は

る

ま馬 

さ
ん 

投球のフォームを学ぶ参加者バッティングの指導を受ける参加者

参加者に走塁のアドバイスをする水野雄仁さん

国
見
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

主
将

県
北
中
学
校
野
球
部

主
将

Ⅰ　地域の資源（たから）を活かし、　
　　自然と調和したまち
松くい虫防除事業・・・・・・・・・・・・1,246 万円
造林事業・・・・・・・・・・・・・・・・1,803 万円
林道整備事業・・・・・・・・・・・・・・1,060 万円
し尿・ごみ処理対策事業・・・・・・・・・8,516 万円
原発災害対策事業（除染、仮置場等）・・21 億 401 万円
水道施設整備事業（水道事業会計）・・・・   4,972 万円
下水道整備事業（公共下水道事業特別会計）・8,245 万円
合併処理浄化槽設置整備事業・・・・・・・1,938 万円
国見ニュータウン開発事業（債務負担）・5億 5,000 万円
町営住宅維持管理事業・・・・・・・・・・1,838 万円
都市計画マスタープラン策定事業・・・・・1,000 万円
町道整備事業・・・・・・・・・・・・・・5,750 万円
街路照明整備事業・・・・・・・・・・・・・・1億円

Ⅱ　互いに支え合い、安心して暮らせ
　　るまち
子ども医療費助成事業・・・・・・・・・・5,035 万円
児童手当給付事業・・・・・・・・・・1億 3,745 万円
健診（検診）事業・・・・・・・・・・・・1,812 万円
予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・2,447 万円
放射線対策健康管理事業・・・・・・・・・2,250 万円
公立藤田総合病院負担金事業・・・・・5億 2,971 万円
高齢者医療制度推進事業・・・・・・・2億 4,159 万円
国民健康保険事業・・・・・・・・・・13 億 9,962 万円
いきがい対策事業・・・・・・・・・・・・1,221 万円
高齢者福祉サービス事業・・・・・・・11 億 2,974 万円
障がい者支援対策事業・・・・・・・・1億 3,784 万円
健康増進計画策定事業・・・・・・・・・・・310 万円
地域福祉推進事業・・・・・・・・・・・・1,601 万円
防災対策事業・・・・・・・・・・・・・・9,271 万円
消防、救急対策事業・・・・・・・・・1億 7257 万円
防犯対策事業・・・・・・・・・・・・・・・694 万円

Ⅲ　生きがいをもって、いつまでも楽
　　しく働けるまち」
水田農業改革支援事業・・・・・・・・・・・615 万円
穿孔細菌病防除事業・・・・・・・・・・・・600 万円
東日本大震災農業生産対策交付金事業・・・・・1億円
有害鳥獣対策事業・・・・・・・・・・・・1,485 万円
中山間地域等直接支払事業・・・・・・・・1,353 万円
産地生産力強化総合支援事業・・・・・・・2,200 万円
吸収抑制対策事業（24 年度からの繰越事業）・・1億円
商工業振興事業・・・・・・・・・・・・・1,508 万円
シルバー人材センター助成事業・・・・・・・320 万円
緊急雇用創出基金事業・・・・・・・・・・ 7,511 万円
特産品開発事業・・・・・・・・・・・・・・・60 万円
まちづくり交流推進事業・・・・・・・・・1,347 万円
観光写真素材収集委託事業・・・・・・・・・  10 万円
交流の広場整備事業・・・・・・・・・・・・500 万円

Ⅳ　地域の資源（たから）を受け継ぎ、
　　心豊かな人を育むまち
幼稚園運営事業・・・・・・・・・・・・・2,784 万円
預かり保育事業・・・・・・・・・・・・・1,779 万円
町立保育所運営事業・・・・・・・・・・・4,744 万円
放課後児童健全育成事業・・・・・・・・・1,955 万円
屋内遊び場整備事業・・・・・・・・・・・2,310 万円
小中学校施設整備事業・・・・・・・・1億 4,912 万円
教育の充実事業・・・・・・・・・・・・・5,113 万円
生涯学習推進事業・・・・・・・・・・・・6,027 万円
芸術文化振興事業・・・・・・・・・・・・・521 万円
スポーツ振興事業・・・・・・・・・・・・2,727 万円
文化財保護管理事業・・・・・・・・・・・1,402 万円

Ⅴ　あたたかく助けあう自主自立のまち
自治振興事業・・・・・・・・・・・・・・2,105 万円
広報広聴事業・・・・・・・・・・・・・・・376 万円
選挙執行事業・・・・・・・・・・・・・・・703 万円
外国人青年招致事業・・・・・・・・・・・・541 万円
庁舎建設推進事業・・・・・・・・・・10 億 2,261 万円
ｅ－ＬＴＡＸサービス事業・・・・・・・・・388 万円
コンビニ収納推進事業・・・・・・・・・・・  57 万円
電子自治体推進事業・・・・・・・・・・・6,885 万円
文書管理事業・・・・・・・・・・・・・・・416 万円
住民基本台帳ネットワーク事業・・・・・・・517 万円
戸籍事務事業・・・・・・・・・・・・・・・590 万円

平成 25 年度
まちづくりのまちづくりの
　　　主な事業　　　主な事業

平成25年度原発災害対策事業費は、
21 億 401 万円

◆主なもの
　除染作業委託、仮置き場設置工事

農地の除染作業農地の除染作業
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国見町職員組織表

町
職
員
定
期
人
事
異
動

町長　太田久雄　　副町長　佐藤弘利　　教育長　岡崎忠昭 　　　　　　　　平成 25 年 4月 1日現在

課　　名 参事及び課長 主幹及び
課長補佐 係　　名 係　　長 係　　　員

総 務 課 菅野　信朗
（町民相談室長）

庶 務 係
☎ 5 8 5 - 2 1 1 2 安藤　充輝 八島　　章　　村木　貴紀

財 政 係
☎ 5 8 5 - 2 1 1 4 佐藤　智昭 《宮城昭三》　　佐藤　孝法　　戸田　良樹　　

町 民 相 談 室
※電話番号は決まり
次第お知らせします。

課 長 兼 務 （嘱託員 2名）

企 画 情 報 課 菊地　弘美

企 画 情 報 係
☎ 5 8 5 - 2 9 2 7 半澤　一隆 黒田　典子　　鑓水　竜一

国 土 調 査 係
☎ 5 8 5 - 2 9 6 7 阿部　善徳

税 務 課 阿部　正一 補佐　佐藤光男

課 税 係
☎ 5 8 5 - 2 7 7 8 （佐藤　光男）

松野　雪子　　小野　笑子　　佐久間法仁
松浦　昭太

収 納 係
☎ 5 8 5 - 2 7 8 0 実沢　隆之 羽田　雄磨　　横山　　彰

住 民 生 活 課 吉田　義勝 補佐　黒木浩子
補佐　澁谷康弘

戸 籍 係
☎ 5 8 5 - 2 1 1 5 （黒木　浩子） 大津　香織　　熊谷　朋子

住 民 防 災 係
☎ 5 8 5 - 2 1 1 6 （澁谷　康弘） 加藤　克洋　　舟山　　将

保 健 福 祉 課
佐藤　克成

（地域包括支援 
センター所長）

補佐　蓬田恭子

保 健 係
☎ 5 8 5 - 2 7 8 3 （蓬田　恭子） 佐藤　　薫　　大内　　恵　　阿部　晃子

国 保 係
☎ 5 8 5 - 2 7 8 5 大勝　宏二 車田　沙織　　板垣　慶太　　三村　知子

社 会 福 祉 係
☎ 5 8 5 - 2 7 9 3 佐藤　温史 五十嵐佐和　　佐々木浩典　（嘱託員１名）

長 寿 介 護 係
☎ 5 8 5 - 2 1 2 5 東海林八重子 実沢美代子　　佐藤　　光

地域包括支援センター
☎ 5 8 5 - 2 7 0 2 課 長 兼 務 （東海林八重子）　　髙橋由香里　　佐藤　和也

産 業 振 興 課 引地　　真 補佐  《小林   孝》

産 業 振 興 係
☎ 5 8 5 - 2 9 8 6 中條　伸喜 （中野　敬一）　（佐藤　貴浩）　後藤　拓太　　

鈴木　　巧
ま ち づ く り
交 流 推 進 室
☎ 5 8 5 - 2 1 3 2

（小林　　孝） 野村　康宏　 

農 業 委 員 会 局長
（引地　　真）

農 業 委 員 会
☎ 5 8 5 - 2 8 9 0 中野　敬一 佐藤　貴浩

建 設 課 松浦　昭一

建 設 係
☎ 5 8 5 - 2 9 7 1 佐藤　智宏 徳江　雄太　　佐藤　貴裕

管 理 係
☎ 5 8 5 - 2 9 7 2 渡邊　和巳 鴫原　貴史　　蓬田　祐子

上 下 水 道 課 遠藤　喜正

水 道 係
☎ 5 8 5 - 2 9 9 7 宍戸　浩寿 村上　正幸　　鈴木　雅也　　関口　七実

下 水 道 係
☎ 5 8 5 - 2 9 8 4 村上　幸平 吾妻　健一

発 災 害 対 策 課 蓬田　英右 主幹　羽根洋一

企 画 管 理 係
☎ 5 8 5 - 2 1 5 8 （羽根　洋一） 齋藤　雅敬　（嘱託員２名）　　

除 染 対 策 係
☎ 5 8 5 - 2 1 5 8 榊　　英則 大竹　由樹　　徳江　宏行

会 計 課
会計管理者

（参事兼会計課長）
武田　　智

補佐　菊地富子 出 納 係
☎ 5 8 5 - 2 7 0 0 （菊地　富子） 横山　裕子

議 会 事 務 局 参事兼事務局長
佐藤　政弘

議 会 事 務 局
☎ 5 8 5 - 3 2 9 5 豊野　好洋

（教育委員会）
学 校 教 育 課

参事兼教育次長
（学校教育課長）
羽根田孝司

指導主事
　《齋藤　雅敏》
補佐　佐久間正

学 校 教 育 係
☎ 5 8 5 - 2 8 9 2 中田　利枝 大勝　晴美　　

給 食 セ ン タ ー
☎ 5 2 9 - 1 5 5 1

所長
（佐久間　正）

（教育委員会）
幼 児 教 育 課 引地　由則

幼 児 教 育 係
☎ 5 8 5 - 2 1 1 9 中山ミエ子 木村　恒夫

く に み 幼 稚 園
☎ 5 8 5 - 2 8 8 2

副園長
菊地　啓子

松浦　　希　　遠藤　枝里　　佐久間翔子　　
小泉　理沙　　田沼　知恵　　小川めぐみ　
梅谷　思保

保 育 所
☎ 5 8 5 - 2 3 7 4

所長
阿部　正子

鑓水　伸江　　清野　真純　　羽田　里美
中田　千尋　　

（教育委員会）
生 涯 学 習 課

武田　正裕
（公民館長）

社 会 教 育 係
☎ 5 8 5 - 2 6 7 6 黒澤　敦子 中野由起子　　大栗　行貴

文化スポーツ係
☎ 5 8 5 - 2 6 7 6 石澤　　廣 菅野　尚基

＊（　）は兼務職員、　《　》は、県及び他市町村からの派遣職員

　

３
月
29
日
平
成
24
年
度
退
職

す
る
一
般
職
員
３
名
に
対
す
る

辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
25
年
度
定
期
人
事

異
動
に
よ
る
辞
令
交
付
が
４
月

１
日
に
行
わ
れ
、
新
採
用
職
員

５
名
も
辞
令
の
交
付
を
受
け
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
福
島
県
よ
り

２
名
、
千
葉
県
君
津
市
よ
り
１

名
の
派
遣
職
員
に
も
辞
令
が
交

付
さ
れ
、
新
年
度
の
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

●
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

武
田　

幹
夫

　
（
参
事
兼
総
務
課
長
）

安
田　

博
三

　
（
参
事
兼
企
画
情
報
課
長
）

佐
藤　

弘
利

　
（
参
事
兼
教
育
次
長
兼
学
校

　

教
育
課
長
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
新
採
用
者
（
４
月
１
日
付
）

舟
山　

　

将

　
（
住
民
生
活
課
）

佐
々
木
浩
典

　
（
保
健
福
祉
課
）

佐
藤　

貴
裕

　
（
建
設
課
）

菅
野　

尚
基

　
（
生
涯
学
習
課
）

梅
谷　

思
保

　
（
く
に
み
幼
稚
園
）

●
派
遣
職
員
（
４
月
１
日
付
）

齋
藤　

雅
敏《
福
島
県
教
育
庁
》

　
（
学
校
教
育
課
指
導
主
事
）

小
林　
　

孝
《
福
島
県
》

　
（
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
兼

　

ま
ち
づ
く
り
交
流
推
進
室
長
）

宮
城　

昭
三《
千
葉
県
君
津
市
》

　
（
総
務
課
主
任
主
査
）

　

副
町
長
に
佐
藤
弘
利
氏
（
58
）

が
４
月
１
日
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
４
年
間
。
佐
藤
弘
利
氏

は
昭
和
29
年
生
ま
れ
、
昭
和
54

年
に
国
見
町
職
員
と
な
り
、
こ

れ
ま
で
教
育
次
長
兼
学
校
教
育

課
長
な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

職員に見送られ退庁する退職職員の皆さん

副
町
長
に

　

佐
藤
弘
利
氏岡崎忠昭教育長 佐藤弘利副町長

教
育
長
に

　

岡
崎
忠
昭
氏

　

教
育
長
に
岡
崎
忠
昭
氏
（
60
）

が
４
月
１
日
就
任
し
ま
し
た
。

任
期
は
前
教
育
長
の
残
任
期
間

の
平
成
26
年
６
月
末
ま
で
。
岡

崎
氏
は
、
伊
達
市
立
桃
陵
中
学

校
長
、
県
北
教
育
事
務
所
職
員

な
ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

（
総
務
課
主
任
主
査
）

原発災害対策課、会計課に名称変更原発災害対策課、会計課に名称変更
　４月より、原発災害対策室を除染
の推進を図るため原発災害対策課へ
昇格させ、係を企画管理係と除染対
策係へ再編しました。原発災害対策
課は、国見町観月台文化センター 3
階第 1研修室にあります。また、会
計室を組織名称を統一するため会計
課へ名称変更いたしました。

”
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
業
務
に
精
通

し
た
嘱
託
員
が
ご
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
”

町
民
相
談
室

町
民
相
談
室
を
設
置

を
設
置

　

町
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら

の
様
々
な
相
談
に
、
町
民
の
皆

様
の
視
点
で
お
応
え
す
る
た
め

４
月
1
日
よ
り「
町
民
相
談
室
」

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。『
ど

こ
の
係
に
聞
け
ば
良
い
か
分

か
ら
な
い
。」
と
の
声
に
応
え

る
た
め
、
町
民
相
談
室
に
お
い

て
相
談
を
一
括
し
て
伺
い
、
分

か
り
や
す
く
回
答
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
役
場
仮
庁
舎

の
文
化
セ
ン
タ
ー
正
面
入
口
に

は
1
月
よ
り
「
総
合
案
内
」
を

ま
ち
づ
く
り
交
流
推
進
室

ま
ち
づ
く
り
交
流
推
進
室
を
設
置

を
設
置

　

町
で
は
、「
道
の
駅
」
整
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
震
災

に
よ
る
商
店
街
活
性
化
策
の
必

要
性
や
原
発
事
故
に
よ
る
農
産

物
の
風
評
被
害
な
ど
、
大
震
災

を
境
に
町
を
と
り
ま
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
こ

で
、「
道
の
駅
」
を
核
と
し
な

が
ら
も
、
町
民
相
互
あ
る
い
は

町
外
の
方
と
の
交
流
の
場
と
し

設
け
て
お
り
ま
す
が
、
一
月
当

り
７
０
０
件
の
利
用
が
あ
り
ま

す
。
今
後
も
お
気
軽
に
声
を
か

け
て
下
さ
い
。

て
、
農
商
工
一
体
と
な
っ
た
施

設
の
整
備
を
目
指
し
、
ま
ち
づ

く
り
交
流
推
進
室
を
設
置
し
ま

し
た
。
室
長
に
は
福
島
県
よ
り

派
遣
さ
れ
た
小
林
課
長
補
佐
が

配
属
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

農
商
工
一
体
と
な
っ
た
交
流
拠

点
の
整
備
に
向
け
福
島
県
の
支

援
も
受
け
な
が
ら
進
め
て
行
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。
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【
対
象
者
】

　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
対

象
と
な
る
疾
病（
１
３
０
疾
病
）

の
あ
る
方

　

※
対
象
１
３
０
疾
患
は
、
難

病
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
臨
床
調
査
研
究
分
野
の
対

象
疾
患
（
１
３
０
疾
患
）
一
覧

表
を
ご
覧
に
な
る
か
、
保
健
福

祉
課
社
会
福
祉
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
等
】

▽
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
相
談

支
援
、
補
装
具
及
び
地
域
生
活

支
援
事
業
（
障
が
い
児
・
障
が

い
者
）

▽
障
害
児
通
所
支
援
及
び
障
害

児
入
所
支
援
（
障
が
い
児
）

【
手
続
き
】

　

医
師
の
診
断
書
ま
た
は
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
等
を
持
参

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
「
障
害
者
自
立
支
援
法
」
が
「
障
害

者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め

の
法
律
」（
障
害
者
総
合
支
援
法
）
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
法
律
で
は
、
障
が
い
者
の
範
囲
に
「
難
病
等
」
が
追

加
さ
れ
、身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

必
要
と
認
め
ら
れ
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

の
う
え
、
保
健
福
祉
課
社
会
福

祉
係
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
障
害
程
度
区
分
の

認
定
や
支
給
決
定
等
の
手
続
き

を
経
て
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

☎
５
８
５
―
２
７
９
３

◆問い合わせ
　　自立支援医療（育成医療）　　保健福祉課社会福祉係　 ☎ 585-2793 
　　未熟児養育医療　　　　　　  保健福祉課保健係      　    ☎ 585-2783

　福島県からの権限移譲に伴い、平成 25 年 4月から自立支援医療（育成医療）と
未熟児養育医療の申請窓口が福島県から町に変更となります。

県から町に移譲された事務   今までの県の窓口　　　　　     4 月からの町の窓口

自立支援医療（育成医療） 県北保健福祉事務所　　→　　保健福祉課（社会福祉係）

未熟児養育医療 県北保健福祉事務所　　→　　保健福祉課（保健係）

県から町への権限移譲で県から町への権限移譲で
　　　　申請窓口が変わります　　　　申請窓口が変わります

難
病
患
者
の
方
も

難
病
患
者
の
方
も

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の

対
象
者
に
な
り
ま
す

対
象
者
に
な
り
ま
す

転入 転出
学校名 職名 氏名 前任校 学校名 職名 氏名 新任校
国見小 教頭 堀部　　誠 川俣小 国見小 教頭 伊藤久美子 渡辺小（校長）
〃 教諭 髙橋　秀幸 湖南小 〃 教諭 金子　明洋 県教育庁文化財課
〃 教諭 本多　路子 喜多方二小 〃 教諭 石川　　淳 保原小
〃 教諭 渡辺　千咲 鹿島小 　 〃 教諭 丹治　恵子 三河台小
〃 教諭 渡辺　邦喜 堰本小 〃 教諭 木村　至郎 福大付属特別支援学校

〃 教諭 榎本　敦子 退職
県北中 教頭 吉田　牧子 茂庭中 県北中 教頭 渡部　朋史 会津教育事務所
〃 教諭 青木　秀正 岳陽中 〃 教諭 君島さやか 桃陵中
〃 教諭 尾形　健三 松陽中 〃 教諭 菅野　典子 福島養護学校

　

町
教
職
員
の
離
任
式
が
３
月

29
日
に
行
わ
れ
、
９
人
の
教
職

員
が
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

火
の
守
り
、
新
体
制
ス
タ
ー
ト

火
の
守
り
、
新
体
制
ス
タ
ー
ト

　

国
見
町
消
防
団
の
辞
令
交
付

式
が
４
月
１
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
１
期
２

年
間
消
防
団
長
の
任
を
全
う

し
、
火
災
予
防
に
ご
尽
力
さ
れ

た
吉
田
春
夫
氏
ほ
か
退
職
団
員

10
人
に
退
職
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

◆
退
職
団
員
（
敬
称
略
）

　
　
（
３
月
31
日
付
）

　

階
級　

　
　

氏　

名

　

団　

長　
　

吉
田　

春
夫

　

部　

長　
　

岡
崎　

長
市

　

部　

長　
　

菊
地　

吉
伴

　

部　

長　
　

髙
橋　

俊
郎

　

部　

長　
　

蓬
田　

吉
夫

　

部　

長　
　

菊
地　

隆
志

　

部　

長　
　

武
田　

将
幸

　

班　

長　
　

渡
邉　

宏
之

　

班　

長　
　

後
藤　

浩
幸

　

団　

員　
　

佐
久
間
寿
晴　

　

団　

員　
　

玉
手　

宏
治

　
◆
新
入
団
員
（
敬
称
略
）

　
　
（
４
月
１
日
付
）

１
分
団
１
部　

髙
橋　

　

博

１
分
団
３
部　

赤
坂　

和
則

２
分
団
１
部　

大
和
田
健
智　

２
分
団
１
部　

榊
枝　
　

大

３
分
団
２
部　

村
上　

晋
一

４
分
団
１
部　

鈴
木　

　

穣　

４
分
団
１
部　

桵
沢　

英
生

５
分
団
２
部　

後
藤　

喜
勝

５
分
団
３
部　

村
上　

和
臣

　

４
月
１
日
に
は
、
町
教
職
員

着
任
式
が
行
わ
れ
、
８
人
の
教

職
員
が
町
内
の
小
・
中
学
校
へ

着
任
し
ま
し
た
。　

　

 

―
国
見
町
消
防
団
辞
令
交
付
―

　

続
い
て
、
太
田
町
長
か
ら
新

消
防
団
長
の
鈴
木
耕
治
氏
に
辞

令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

新
副
団
長
の
佐
藤
誠
氏
ほ
か
再

任
団
員
23
人
及
び
階
級
異
動
団

員
26
人
、
新
入
団
員
に
は
鈴
木

団
長
か
ら
辞
令
が
交
付
さ
れ
、

新
た
な
体
制
で
の「
火
の
守
り
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

鈴木耕治　団長佐藤　誠　副団長

教
育
の
向
上
に
尽
力

教
育
の
向
上
に
尽
力

―
教
職
員
離
・
着
任
式
―

町教職員着任式（4/1） 町教職員離任式（3/29）

県北中 教頭 吉田 牧子 茂庭中 県

太田町長から辞令を受ける鈴木団長
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合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
つ
い
て

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

家
庭
か
ら
出
る
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活

環
境
の
改
善
、
ま
た
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化

槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
方
（
下
水
道
事
業
計
画
区
域
外
の
方
）
に
対

し
て
、町
の
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
補
助
金
を
交
付
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
補
助
金
の
交
付
対
象
が
一
部
変
更
と

な
り
、
従
来
の
浄
化
槽
設
置
費
用
の
補
助
に
加
え
、
下
記
の
条
件
を

満
た
す
場
合
は
、
単
独
処
理
浄
化
槽
お
よ
び
汲
取
り
便
槽
の
撤
去
費

用
が
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
浄
化
槽
の
補
助
金
に
つ
い
て

　

町
が
定
め
る
地
域
内
に
お
い

て
、
処
理
対
象
人
数
10
人
槽
以

内
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
町
民
の
方
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。た
だ
し
、

併
用
住
宅
（
店
舗
兼
住
宅
等
）

に
つ
い
て
は
、
住
居
部
分
が
延

床
面
積
の
１
／
２
以
上
の
も
の

を
住
宅
用
途
と
し
て
補
助
し
ま

す
。

人槽区分 浄化槽の補助金
（限度額）

5人槽 332,000 円

7 人槽 414,000 円

10 人槽 548,000 円

◆
撤
去
費
用
補
助
金
に
つ
い
て

　

現
在
、
使
用
し
て
い
る
単
独

処
理
浄
化
槽
や
汲
取
り
便
槽
を

合
併
処
理
浄
化
槽
に
転
換
す
る

場
合 

単
独
処
理
浄
化
槽
お
よ

び
汲
取
り
便
槽
の
撤
去
費
用
を

補
助
し
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の

条
件
に
該
当
す
る
方
の
み
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

区　　　　分 撤去費補助金
（限度額）

新たに設置される合併処理浄
化槽の位置と従前の単独処理
浄化槽が設置されていた位置
と一部でも重なっている場合
及び単独処理浄化槽の撤去跡
地に浄化槽が設置できない場
合であって同一敷地内に合併
処理浄化槽が設置される場合

45,000 円

上記に記載された以外の場所 30,000 円

◆
浄
化
槽
法
第
11
条
に
基
づ
く

法
定
検
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

こ
の
検
査
は
、浄
化
槽
法
（
昭

和
58
年
法
律
第
43
号
）
は
、
生

活
排
水
の
適
正
な
処
理
を
図
り

生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛

生
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

同
法
第
11
条
の
規
定
に
よ

り
、浄
化
槽
管
理
者(

設
置
者)

は
毎
年
１
回
、
指
定
検
査
機
関

の
行
う
定
期
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
施
し
て

い
な
い
浄
化
槽
管
理
者
は
、
下

記
の
検
査
機
関
ま
で
に
お
問
合

せ
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
県
知
事
指
定
検
査
機
関
】

社
団
法
人 

福
島
県
浄
化
槽
協
会 

浄
化
槽
検
査
委
員
会 

福
島
支
所

〒
９
６
０
―
８
０
５
５

福
島
市
野
田
町
１
丁
目
16
番
35
号

☎
０
２
４
―
５
３
１
―
１
７
６
６

※
検
査
に
関
す
る
問
合
せ
は
、

上
記
の
検
査
機
関
ま
た
は
浄
化

槽
の
維
持
管
理
を
委
託
し
て
い

る
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
へ
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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復興交付金事業について
　国見町では、東日本大震災により半壊や
全壊等の甚大な住宅被害が多かった「東北
自動車道より南側」の市街化調整区域で住
宅の解体等に伴う新築建替住宅における浄
化槽整備を促進するため、低炭素社会対応
型の合併処理浄化槽 ( 個人設置型 ) を設置
するものに対しその設置費用を助成する事
業を平成 24 年度から平成 25 年度の 2 カ
年にわたり実施しております。
　なお、当事業における補助金交付には以
下の基準及び条件が前提となりますので、
ご理解をお願いします。

《事業の対象となる浄化槽の基準》
１．浄化槽法第２条第１項に規定する浄化槽で、同法第４条
　第１項及び同条第２項の規定による基準に適合し、かつ、　
　以下に定める要件に該当するいずれかの浄化槽であること。
◆通常の場合にあっては、以下のア及びイに該当する浄化槽であること。
◆窒素又はりん除去能力を有する高度処理型の浄化槽又は
　変則浄化槽にあっては次のア、イ及びウに該当すること。
◆窒素及びりん除去能力を有する高度処理型の浄化槽又は
　変則浄化槽にあっては次のア、イ及びエに該当すること。
◆ BOD除去能力に関する高度処理浄化の浄化槽又は変則浄
　化槽にあっては次のア、イ及びオに該当すること。
　ア「平成 4年 10 月 30 日付け衛浄第 34 号厚生省生活衛生局　
　水道環境部環境整備課浄化槽対策室長通知」に定める「合併　
　処置浄化槽設置整備事業における国庫補助指針」が適用され　
　る浄化槽にあっては、同指針に適合するものであること。
　イ浄化槽の消費電力が以下に定める人槽ごとの基準に適合するもの。
　　① 5人槽：定格出力　52 ワット以下
　　② 7人槽：定格出力　74 ワット以下
　　③ 10 人槽：定格出力 101 ワット以下
　　④ 11人槽以上の浄化槽：定格出力（ｎ× 9.6 ＋ 4）ワット以下（ｎ：人槽）
　ウ放流水の総窒素濃度が 20㎎ /㍑以下又は総りん濃度 1
　　㎎ /㍑以下の機能を有するもの。
　エ放流水の総窒素濃度が 20㎎ /㍑以下及び総りん濃度 1
　　㎎ /㍑以下の機能を有するもの。
　オ BOD除去率 97％以上、放流水の BOD5㎎ /㍑（日間平
　　均値）以下の能力を有するもの。

《交付条件》
①平成 26 年３月末までに合併処理浄化槽
　の整備が完了すること。
②補助金額は、通常の浄化槽補助金と同額
　とする。
③国見町発行の罹災証明書（写し）を添付
　すること。
④補助金申請は通常の場合と同じとする。
⑤国見町復興交付金事業計画区域内であること。

4 月から下水道が
使える地区

小坂南地内（特別養護
老人ホーム国見の里）

が

護

公
共
下
水
道
の
供
用
区
域
が

公
共
下
水
道
の
供
用
区
域
が

広
が
り
ま
し
た

広
が
り
ま
し
た

　

公
共
下
水
道
菅
き
ょ
整
備
は
、
昭
和
63
年

度
か
ら
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
４
月
か

ら
利
用
で
き
る
区
域
は
、
新
た
に
２
・
０
ha

が
加
わ
り
、
合
計
で
１
３
７
・
３
ha
、
１
、

８
３
７
世
帯
が
衛
生
的
で
快
適
な
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

国
見
町
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

最
優
秀
賞
に
武
田
幸
吉
さ
ん
（
国
見
町
）

◆
入
選
者
（
敬
称
略
）

▼
最
優
秀
賞
…
武
田
幸
吉
（
国

見
町
）
▼
優
秀
賞
…
秦
宏
（
国

見
町
）、
赤
坂
斎
▼
福
島
民
報

社
賞
…
吉
田
光
江
（
国
見
町
）

▼
福
島
民
友
新
聞
社
賞
…
平
野

隆
一
（
茨
城
）
▼
入
選
…
近
藤

正
男（
桑
折
町
）、原
田
勇
二（
伊

達
市
）、佐
藤
武
宣
（
国
見
町
）、

遠
藤
ト
シ
子
（
国
見
町
）、
佐

藤
尚
久
（
国
見
町
）
▼
佳
作
…

丹
治
美
知
夫
（
福
島
市
）、
坂

本
礼
三
（
福
島
市
）、
斎
藤
容

子
（
桑
折
町
）、古
小
高
譲
（
国

見
町
）、
八
巻
忠
一
（
国
見
町
）

　

第
17
回
国
見
町
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
審
査
会
が
３
月
11
日
開

か
れ
、
応
募
作
品
39
点
の
中
か

ら
審
査
委
員
長
の
六
角
宥
子
氏

（
二
科
会
写
真
部
理
事
）
を
は

じ
め
太
田
町
長
ら
６
名
の
審
査

委
員
に
よ
る
審
査
の
結
果
、
次

の
方
々
が
入
選
し
ま
し
た
。　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
武
田
幸
吉

さ
ん
は
「
民
俗
芸
能
写
真
の
団

体
の
副
会
長
を
し
て
い
る
の

で
、
国
見
町
の
祭
り
は
毎
年

撮
っ
て
い
ま
す
。
撮
影
の
と
き

は
、
み
ん
な
が
気
付
か
な
い
よ

う
な
場
面
を
見
つ
け
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
民

俗
芸
能
写
真
を
撮
り
続
け
た
い

テからじ委最さ体撮はうし俗

　 4 月から使える区域

福島民報社賞　吉田光江さん（国見町）
「春爛漫」

民友新聞社賞　平野隆一さん（茨城）
「天国の冬」　

最優秀賞　武田幸吉さん（国見町）
「祭りのクライマックス」

優秀賞　赤坂　斎さん（国見町）
「絆の灯火」

優
秀
賞　

秦　

宏
さ
ん
（
国
見
町
）

「
国
見
の
大
藤
」

と
思
い
ま
す
」
と
喜
び
を
語
っ

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
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補助金交付に必要な書類補助金交付に必要な書類
　次の書類をおおむね着工の 10日前までに役場
企画情報課に提出してください。
　①補助金交付申請書
　②事業計画書
　③承諾書（共有名義で所有し居住する若しく
　　は居住しようとする町内の住宅等にシステ
　　ムを設置する方）
　④納税証明書
　　（1月 1日現在の住所地で証明書交付を受け
　　てください。）
　⑤補助金手続代行届
※その他に設置区分によりそれぞれ次の添付書
類が必要となります。

◆既存の住宅にシステムを設置
　・設置住宅の所在を示す地図
　・着工前の現場写真
　・工事請負契約書の写し及び内訳明細書
　・対象システムの性能を示す書類
　・振込口座がわかる預金通帳の写し
　
◆住宅を新築時にシステムを設置
　・設置住宅の所在を示す地図
　・システムが設置される前の建築中の写真
　・対象システム設置に係る経費内訳の確認が
　　できる見積書
　・工事請負契約書の写し
　・対象システムの性能を示す書類
　・振込口座がわかる預金通帳の写し
　
◆システムが設置された住宅を購入
　・設置住宅の所在を示す地図
　・購入予定住宅の写真
　・対象システム設置に係る経費内訳及び発電
　　量の確認ができる書類
　・対象システムの性能を示す書類
　・振込口座がわかる預金通帳の写し
　・その他、町長が必要と認める書類
　※システムが設置された住宅を購入する方　
　　は、住宅の売買契約前に申請ください。

【注意点】
　・申請書類を受付後、町で補助金の交付決定
　　通知を送付いたします。着工は決定通知書
　　受理後にお願いします。申請書類を提出後、
　　交付決定が届くまで 10 日程度かかるため、
　　申請書類は、少なくとも着工の 10 日程度
　　前には提出するようお願いします。
　・条件によっては、その他、町長が必要と認
　　める書類の提出を求める場合があります。

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
積
極
的
に

支
援
し
、
地
球
環
境
の
負
荷
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
住
宅
用
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
方
へ
、
昨
年
に
引
き
続
き
設
置
費
用
を
支
援
し

ま
す
。

補
助
の
対
象

と
な
る
設
備

補 

助 

金 

の 

額

・3 .39kW のシステムを設置した場合の 

　補助額の算出方法

　　30,000 円× 3 .4kW＝ 102 ,000 円

・7 .5kW の太陽光発電システムを設置し

　た場合の補助額の算出方法

　　30,000 円× 5 .0kW＝ 150 ,000 円

● 計  算  例 ●
　

補
助
の
対
象
と
な
る
設
備

は
、
次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件

を
満
た
し
た
方
で
す
。

（
１
）
余
剰
電
力
を
電
力
会
社

に
送
電
で
き
る
よ
う
、
設
備
を

商
用
電
力
と
連
系
し
て
い
る
も

の（２
）
設
備
の
最
大
出
力
が
10

ｋ
Ｗ
未
満
で
あ
る
も
の

（
３
）
申
請
す
る
時
に
未
使
用

の
設
備

Ｑ
：
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

し
て
あ
る
住
宅
を
購
入
し
た
場

合
、
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ
：
こ
こ
で
い
う
「
未
使
用
」

と
は
、「
居
住
の
用
に
供
し
た

こ
と
の
無
い
」
と
い
う
意
味
な

の
で
申
請
で
き
ま
す
。

※
注
意
点

・
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ

た
中
古
住
宅
を
購
入
さ
れ
る
場
合

に
は
、補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

・
太
陽
光
発
電
設
備
が
設
置
さ
れ

た
建
売
住
宅
を
購
入
さ
れ
る
場

合
は
、
補
助
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
３
万
円
と

し
、
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
上
限
）

の
補
助
額
と
し
ま
す
。

※
最
大
出
力
＝
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を

単
位
と
し
、
小
数
点
第
２
位
を

四
捨
五
入
し
た
数
値
（
そ
の
数

値
が
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る

と
き
は
、
５
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
と

し
ま
す
。

補 

助
の 

対 

象

と
な
る
方

　

補
助
の
対
象
と
な
る
方
は
、

次
に
掲
げ
る
全
て
の
要
件
を
満

た
す
方
で
す
。

（
１
）
国
見
町
内
に
自
ら
が
居

住
し
て
い
る
又
は
居
住
し
よ
う

と
す
る
住
宅
に
対
象
と
な
る
設

備
を
を
設
置
す
る
方
、
又
は
町

内
の
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
た

住
宅
等
を
購
入
し
、
居
住
し
よ

う
と
す
る
方

（
２
）
申
請
年
度
内
に
、
電
力

会
社
と
太
陽
光
発
電
余
剰
電
力

の
受
給
を
開
始
し
た
方

（
３
）
町
税
等
の
滞
納
が
な
い

方（４
）
過
去
に
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
に
関
し
て
、
町
か

ら
補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い

な
い
方

Ｑ
：
申
請
時
は
町
外
に
住
ん
で

い
て
、
太
陽
光
発
電
付
き
の
家

を
国
見
町
内
に
建
築
し
、
引
っ

越
す
予
定
で
す
が
、
補
助
対
象

に
な
り
ま
す
か
？

Ａ
：
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
請
時
は
、
契
約
書
な
ど
で
建

築
場
所
が
国
見
町
内
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
、
実
績
報
告
の
際

に
、
転
居
後
の
写
真
と
住
民
票

に
よ
り
確
認
し
ま
す
。

Ｑ
：
町
内
の
事
務
所
に
10
Ｋ
ｗ

未
満
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
た
場
合
、
補
助
対
象

に
な
り
ま
す
か
？

Ａ
：
事
務
所
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。
自
ら
居
住
す
る
住
宅
が

対
象
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

店
舗
な
ど
は
対
象
と
し
ま
す
。

Ｑ
：
借
家
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

屋
根
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
設
置
し
た
い
。
補
助
対
象
と

な
り
ま
す
か
？

Ａ
：
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
所

有
者
の
承
諾
書
（
任
意
様
式
）

を
添
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

企
画
情
報
課
企
画
情
報
係

☎
５
８
５
―
２
９
２
７

太
陽
光
発
電
設
備
へ
の

設
備
へ
の

補
助
を
継
続
し
ま
すす
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こ
の
度
、（
財
）
日
本
さ
く

ら
の
会
か
ら
、
内
谷
字
桐
目
木

二
地
区
の
山
林
所
有
者
に
対

し
、
桜
の
苗
木
１
０
０
本
が
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
さ
れ
た
桜
の
苗
木
は
、

所
有
者
の
皆
さ
ん
に
よ
り
一
本

一
本
丁
寧
に
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
山
林
で
は
、
所
有
者
の

皆
さ
ん
が
、
町
の
里
山
再
生
事
業

に
よ
り
桜
の
苗
木
を
補
植
す
る

等
、
桜
の
名
所
づ
く
り
と
、
里

山
の
環
境
保
全
を
目
的
と
し
た

森
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

内
谷
地
区
に
桜
の
名
所
を
！

内
谷
地
区
に
桜
の
名
所
を
！

　

３
月
19
日
付
け
で
、
町
渇
水

対
策
施
設
財
産
管
理
委
員
会
委

員
に
菊
池
勝
雄
さ
ん
（
山
根
）

が
選
任
さ
れ
、
太
田
町
長
か
ら

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
渇
水
対
策
施
設
財
産
管
理

委
員
会
委
員
は
、
７
人
の
委
員

で
構
成
さ
れ
、
町
長
が
議
会
の

同
意
を
得
て
選
任
し
ま
す
。
こ

の
委
員
会
は
、
東
北
新
幹
線
蔵

王
ト
ン
ネ
ル
掘
削
の
た
め
自
然

湧
水
が
枯
渇
し
た
石
母
田
・
大

木
戸
の
一
部
、
貝
田
地
区
全
域
へ

の
か
ん
が
い
用
水
及
び
雑
用
水
送

水
施
設
の
管
理
等
を
行
い
ま
す
。

最
新
の

最
新
の
消
防
車

消
防
車

　

国
見
町
消
防
団
第
２
分
団
第

２
部
（
石
母
田
）
の
消
防
小
型

動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
交
付
式

が
３
月
17
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

交
付
式
で
は
、
太
田
久
雄
町

長
よ
り
吉
田
春
夫
団
長
に
対
し

て
消
防
車
両
の
目
録
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
石
母
田
地
区
に
配

置
さ
れ
て
い
た
ポ
ン
プ
積
載
車

は
、
導
入
か
ら
20
年
以
上
経
過

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
更
新
し

た
も
の
で
す
。

　

最
新
型
消
防
車
両
の
配
備
に

よ
り
、
町
の
消
防
力
が
強
化
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

３
月
19
日
付
け
で
、
町
渇
水

対
策
施
設
財
産
管
理
委
員
会
委

渇
水
対
策
委
員
に
菊
池
勝
雄
さ
ん

渇
水
対
策
委
員
に
菊
池
勝
雄
さ
ん

を
新
た
に
選
任

を
新
た
に
選
任

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

℡
５
８
５
‐
２
９
８
６

　地域子育て支援センター（藤田保育所内）
では、次の内容により今年度もクラブを開催
します。
◆期間　平成 25年 5月～平成 26年 2月まで
◆場所　藤田保育所
◆主な活動内容
　・親子活動…季節を伴った遊び、親子触れ   
         合い 体操など
　・子育て学習…調理実習
◆対象　就学前のお子さんを持つ保護者及び    
                 祖父
◆申込締切　4月 30 日（火）まで
※申込み等詳しいことついては、土、日、祝
日を除く午前 10 時～午後 3時まで直接藤田
保育所までご連絡下さい。
◆問い合わせ　藤田保育所　☎ 585 － 2374

募集募集
イキイキ子育てクラブ会員イキイキ子育てクラブ会員

嶋田圭悟  さん（京都府京丹後市）京都府京丹後市）京都府京丹後市）
ありがとうございましたありがとうございました町へふるさと納税町へふるさと納税

　平成 23 年 10 月から平成 24 年 3 月
までの 6カ月間震災対応の事務職員派
遣として税務課で勤務していただいた
嶋田圭悟さん（京都府京丹後市）より、
当町に「ふるさと国見町応援寄付金（ふ
るさと納税）」をいただきました。この
寄付金は安全安心のまちづくり・子育
て支援のため役立たせていただきます。

ま
遣
嶋
当
る
寄
て

※
『
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
』
と
は
、
自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
「
ふ

る
さ
と
」
や
こ
れ
ま
で
深
い
か
か
わ
り
の
あ
る
地
域
に
、
何
ら
か

の
形
で
貢
献
あ
る
い
は
応
援
し
た
い
と
い
う
皆
さ
ま
の
思
い
を
寄

附
金
と
い
う
か
た
ち
で
実
現
で
き
る
制
度
で
す
。

目録を太田町長（右）に手渡す嶋田さん
（写真中央）

　子どもの遊び場となる公園など、町内の主
要な 16 カ所（下表のとおり）では、このほ
ど除染作業が終了し、安心して遊べるように
なりました。これまで外で遊べなかった子ど
もたちも、除染したエリアでは、元気に活動
できます。
　また、国見ニュータウン内の公園など、作
業中や未実施のところもありますが、順次進
めていきます。

のの安心の遊び場へ安心の遊び場へ
　遊具除染進む　遊具除染進む

地区 除染が終了した遊び場等の名称等　

藤田地区
旧藤田保育所・藤田字中沢三公園・金比羅
神社境内・滝山集会所・耕谷集会所
え（観月台公園遊具は芝地養生のため閉鎖）

小坂地区 小坂農村総合管理センター・泉田下集会所

森江野地区 森江野町民センター・長栄寺境内・第 4集会所・観音寺境内

大木戸地区 大木戸ふれあいセンター・大木戸字正光寺内公園・高城集会所

大枝地区 東部高齢者等活性化センター・川内集会所

　3月 8日（金）復興庁・福島復興再生総
局より浜田昌良副大臣、亀岡偉民復興大臣
政務官らが来庁した際、除染の迅速化を含
めた復旧・復興関連の要望書を提出し、そ
の実現を強く要請しました。

復興再生総局へ要望

　

東
日
本
大
震
災
復
旧
復
興
対

策
推
進
国
見
町
民
会
議
役
員
会

が
３
月
26
日
開
催
さ
れ
、
仮
置

場
確
保
へ
向
け
た
取
り
組
み
状

況
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

仮
置
場
に
つ
い
て
は
、
各
方

部
毎
に
確
保
す
る
と
の
方
針
が

決
定
さ
れ
、
現
在
６
カ
所
を
選

定
し
て
交
渉
を
進
め
て
い
る
こ

と
、
う
ち
３
箇
所
に
つ
い
て
は

周
辺
土
地
所
有
者
等
に
つ
い
て

も
概
ね
承
諾
が
得
ら
れ
て
い
る

と
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
承
諾
が
得
ら
れ
た
土

地
に
つ
い
て
は
、
町
民
会
議
方

部
会
に
お
い
て
仮
置
場
と
し
て

決
定
し
、
土
地
の
調
査
や
設
計

の
手
続
き
を
進
め
る
こ
と
に
な

り
、
併
せ
て
、
住
宅
除
染
の
準

備
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
、
除
染
作
業
を
円
滑
に

推
進
す
る
た
め
、
除
染
推
進
員

を
配
置
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
推
進
員
は
各
方
部
の

土
地
や
住
民
の
実
態
に
精
通

し
、
住
民
と
町
、
住
民
と
除
染

請
負
業
者
の
調
整
役
と
し
て
役

割
を
担
う
も
の
で
す
。

　

住
宅
等
の
除
染
に
対
応
す
る

た
め
、
除
染
作
業
を
担
う
町
内

業
者
を
対
象
と
し
て
、
除
染
作

業
講
習
会
を
３
月
27
日
に
開
催

し
ま
し
た
。

　

午
前
は
放
射
線
の
基
本
や
測

定
方
法
な
ど
の
基
礎
的
な
講

習
、
午
後
は
現
場
で
宅
地
内
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
土
壌
の
剥
ぎ

取
り
、
芝
や
樹
木
、
建
屋
の
除

染
方
法
に
つ
い
て
の
講
習
を
行

い
ま
し
た
。
放
射
線
量
の
下
が

り
具
合
を
見
な
が
ら
、
ポ
イ
ン

ト
を
押
え
た
除
染
作
業
を
進
め

る
こ
と
が
必
要
と
の
指
導
が
あ

り
ま
し
た
。

仮
置
場
確
保
の
動
き
報
告

町
民
会
議
役
員
会
開
催

除
染
作
業
講
習
会

住
宅
除
染
に
備
え
て
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まちのわだいまちのわだい

旧小学校施設の活用について建議
国見町旧小学校施設活用検討委員会

　国見町旧小学校施設活用検討委員会（牧田実委員長）
は 3月 11 日、旧小坂、大木戸小学校の利活用を検討し
た建議書をまとめ、太田久雄町長に提出しました。同
委員会は、昨年 11 月に発足以来、現地視察などを行い
検討を進めてきました。建議書では、旧小坂小は民間
の温泉開発や観光拠点、防災の拠点などへの活用が期
待できるとし、旧大木戸小は歴史資料館、農業体験館
などの案が盛り込まれました。太田町長は建議を受け
「十分に精査して進めたい」と述べ、新年度はそれぞれ
の地区に分科会を設置し、より具体的な検討を進める
考えを示しました。

豊かなむらづくり顕彰表彰を受賞
小坂アグリ株式会社

×

伝統文化功労者表彰受賞を報告
内谷春日神社太々神楽保存会

　伝統文化活性化国民協会の地域伝統文化功労者表彰
に選ばれた内谷春日神社太々神楽保存会（佐藤清二会
長）への表彰伝達式が 3月 14 日、県庁で行われました。
　保存会は、昭和 57 年に結成以来、途絶えていた内谷
春日神社太々神楽を復活させ、30 年にわたり太々神楽
の保存・伝承活動を続けており、地域における伝統文
化の振興と団体育成の功績が認められ受賞となりまし
た。18 日に行われた町への表彰報告会では、太田久雄
町長が「すばらしい伝統文化を今後も維持・発展させ
てほしい」と受賞を称えました。佐藤会長は「今後も
地域ともに歩む伝統文化として、後世に伝えていきた
い」と述べ、一層の精進を誓いました。
※ 4月 21 日 ( 日 ) 内谷春日神社例大祭にて奉納

地方自治の功績により叙勲
佐野正治さん（第 9）

　元町議会議員の佐野正治さんに対する高齢者叙勲伝
達が 3月 21 日、佐野さんの自宅で行われました。
　伝達式では、福島県県北地方振興局の阿部敏明次長
から佐野さんに勲記と勲章（旭日双光章）が伝達され、
太田久雄町長、八島博正町議会議長がお祝いの言葉を
述べました。
　佐野さんは、昭和 34 年から 56 年まで 6 期 22 年余
の永きにわたり町議会議員を務め、昭和 56 年 7 月か
ら60年6月までの1期4年間は町収入役として在職し、
本町の自治の発展に大きく貢献されました。

介護講談で聴衆を魅了
講談師田辺鶴瑛氏講演会

　国見町社会福祉協議会が主催する介護講演会が 3月
15 日、ＪＡ伊達みらい国見会館で開催されました。
　講演会では、講談師の田辺鶴瑛氏が講師を務め、「鶴
瑛の介護講談」をテーマに話しました。田辺氏は「介
護は無理をしてはいけない、頑張りすぎないこと。考
え方を変えると楽になることがある」など、自分の実
体験を元に介護についてユーモアを交え、上手に手を
抜くことの大切さを語り、会場を訪れた人々を魅了し
ていました。

11 回目の義援金を町に寄付
ミュージカル俳優の沢木　順

じゅん

さん

×

乾燥期前に火の用心を呼びかけ
消防団による初午行事

　国見町消防団（吉田春夫団長）による初午行事が 3
月 10 日、国見町内で各分団ごとに行われました。
　初午行事は、春の乾燥する季節を迎える前に、火の
用心を呼びかけたり、消防水利の確認をするものです。
また、新築された家屋に放水する「火伏せ」も各分団
ごとに行われました。
※写真は、消防水利の確認をする幹部団員

応急仮設住宅入居者を激励
曹洞宗管長大本山永平寺貫主の福山諦法禅師

　曹洞宗管長大本山永平寺貫主の福
ふくやまたいほう

山諦法禅師が 3月
5日、上野台応急仮設住宅を訪れました。
　福山諦法禅師は、震災で被災した人を励まそうと被
災地の仮設住宅を訪問しており、今回国見町を訪れま
した。
　福山諦法禅師は、仮設住宅入居者の方々にねぎらい
のお言葉をかけられ、永平寺より入居者の皆様へ線香
が贈られました。入居者の皆さんからは「やさしいお
言葉と励ましをいただき、うれしかった」などの感想
が聞かれ、大変感動されていました。

　国見町で毎年コンサートを開いているミュージカル
俳優の沢木順さんは 3月 11 日、町に 11 回目の義援金
を贈りました。復興支援コンサート実行委員会代表を
務める阿部裕子さんが役場仮庁舎を訪れ、2月 23 日に
東京で開いた音楽会の際の沢木順オリジナルグッズ復
興支援セットの売り上げ 23,000 円を太田久雄町長に義
援金として手渡しました。太田町長は「いつもありが
とうございます。沢木さんによろしくお伝えください」
とお礼の言葉を述べました。

　福島県と福島民友新聞社の主催による「豊かなむら
づくり顕彰事業」の表彰式が 3月 26 日、杉妻会館で行
われ、小坂アグリ株式会社（代表取締役朽木勝之さん）
が福島県知事より表彰を受けました。この賞は、集落
等において、農業生産の中心的な役割を担い、生産性
の向上、産地の形成、担い手の育成及び環境に配慮し
た農業生産活動等により農業の維持・発展に寄与し、
地域の活性化に大きく貢献している団体に贈られます。
　小坂アグリ株式会社は、ほ場整備事業を契機として、
平成 19 年に農業生産法人として設立し、集落営農の
少ない県北地区において、土地利用型農業の先駆け法
人として農地集積を進めていることが大きく評価され、
今回の表彰となりました。引き続き、集落営農の手本
としてのご活躍が大いに期待されます。
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保健福祉課　保健係　☎ 585--2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

まちのわだいまちのわだい

柿ジュースで地域おこし
「果

か な こ

菜米・・・くにみ」で試作

×

ライブで復興支援
フォークデュオ「ふたり」が来町

　東日本大震災から 2年を
迎えた 3 月 11 日、フォー
クデュオの「ふたり」が国
見町を訪れました。今回ふ
たりの皆さんは、3.11 に合
わせ東北自動車道国見サー

県・全国大会出場者へ奨励金
鈴木耀里さん（県北中）、佐藤未来さん（県北中）
国見ダイアモンズスポ少（バレーボール）

　国見町青少年育成町民会議（太田久雄会長）は 2月
28 日、県大会や全国大会に出場する町内の小中学生に
奨励金を贈りました。奨励金を受けたのは、県中学生
バスケットボール選抜チームの鈴木耀里さん（県北中 1
年）、県中学生ソフトテニス連盟推薦選抜選手の佐藤未
来さん（県北中 1年）、男子 6人制バレーボールの国見
ダイヤモンズスポ少の選手。太田久雄町長が奨励金を手
渡し、「練習の成果を存分に発揮して頑張って来てくだ
さい」と激励し、選手たちは大会での活躍を誓いました。

　農産物加工グループ「果
か な こ

菜米・・・くにみ」（佐久間
久子会長）は、原発事故に伴う放射能の影響で加工を
自粛しているあんぽ柿の原料柿を使った柿ジュースを
試作しました。果菜米は、町内の女性農業者など 10 人
で昨年 7月に発足し、山際食彩工房（会津若松市）の
山際博美代表を講師に招いた研修会をきっかけに、柿
ジュースの商品化に取り組みました。試作品は、柿を
搾り蜂蜜やレモン果汁、水を加えて味のバランスを整
えながら仕上げました。佐久間会長は「柿の美味しさ
や栄養バランスの良さをアピールしたい」とのことで、
商品化されれば農産物直売所等で販売する計画です。

×

　町では、災害時要援護者避難支援プラ
ン作成を進めていますが、同意を得た方
を対象に、地元の民生委員が救急医療情
報キットを配付しました。救急医療情報
キットは、要援護者の方の個人情報や緊
急連絡先、かかりつけ医療機関などを記

＊＊＊　ニコニコ相談会　＊＊＊
対　象　者 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

 国見町在住の妊婦
 国見町在住の乳幼児及びその保護者 6月 19 日（水） 　午前 10 時～

　　　　　午前 11 時 30 分
子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585 - 2374）に電話でお申し込みください。
●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊　乳　児　健　診　＊＊＊
該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

・3か月児（平成 25 年   2 月生まれ）
・9か月児（平成 24 年   8 月生まれ） 6月 27 日（木） 　午後 1時 15 分～

　　　　　　午後 1時 45 分
観月台文化センター

第 1和室

【健診内容】　医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。
《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊  １歳 6か月児健診  ＊＊＊
該　当　児 実　施　日 受　付　時　間 会　　　場

 平成 23 年 10 月 1日～
 平成 23 年 12 月 19 日生まれの幼児 6月 20 日（木） 　午後 1時 15 分～

　　　　　　午後 1時 45 分
小坂農村総合管理
センター　　　　

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身長・体重測定を
　　　　　　行います。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

　風しんの報告数が急増しています。～首都圏の報告数が特に多くなっています～
妊婦、とくに妊娠初期の女性が風しんにかかると、赤ちゃんにも感染し、耳が聞こえにくい、目
が見えにくい、生まれつき心臓に病気がある、発達がゆっくりしているなど「先天性風しん症候群」
という病気にかかってしまうことがあります。赤ちゃんがそのような生まれつきの病気にならな
いよう家族みんなで風しんの予防接種を受けることをご検討ください。

◆成人にも多い病気で、特に 10 代後半～ 50 代前半の男性、10 代後半から 30 代前半の女性が多
　く発症しています。

 風しんの予防接種を
ご検討ください

接種後２か月は避妊が必要で
す。接種回数は子どもの頃の
接種を含め２回です

◆特に昭和 54 年 4月 2日～平成 7年 4月 1日生まれの男女は接種率が低く、昭和 54 年 4月 1日
　以前生まれの男性は子どもの頃に定期接種のチャンスがありませんでした。
◆風しんの予防接種は、はしか ( 麻しん ) も一緒に予防できる麻しん風しん混合 (MR) ワクチンで受け
　ることをお奨めします。任意接種(費用は自己負担)となりますので、医療機関にお問合わせください。

女性は妊娠前に

後半から 代前半 女性が多

成人男性は
風しんにかかったことがない
方、風しんワクチンを受けて
いない方、どとらも不明な方

接種することを
ご検討ください

２回接種しても問題はありません

妊娠中の女性の家族は

風しんの予防接種をご
検討ください

妊婦は風しんの予防接種を受け
られません。１歳児（第１期）と、
小学校入学前１年間（第２期）
は麻しん風しん混合ワクチンの
定期接種を受けましょう

合

※写真は、左前列から渡辺耕太郎さん、工藤彰悟さん、秋
葉歩夢さん（国見ダイヤモンズスポ少）、後列左から鈴木耀
里さん、太田町長、佐藤未来さん

ビスエリア下り線などで復興支援ライブを行い、3月
にリリースした GReeeeN の震災復興プロジェクトカ
バー曲「green  boys」や国見サービスエリアでのエピ
ソードから生まれた「small  cherry」などの曲を披露す
るなど、復興支援の取り組みを行いました。

入した用紙を円筒形の筒（赤いキャップが目印）に入
れ家庭内に備えておくもので、一般的には冷蔵庫に保
管しておくとされるものです。いざという時には、要
援護者の方を発見した人や救急隊が冷蔵庫に保管され
ている情報を利用することで迅速に初期対応ができる
ことになります。

要援護者の方を支援
救急医療情報キットを配付
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　人気グループ EXILE のメンバーMAKIDAI さんが 3 月 10 日、
国見町を訪れ中学生と交流しました。日本テレビ朝の情報番
組『ＺＩＰ！』の「なりきり DANCE シアター」のコーナーに
大津祐太さん（県北中 2年）が投稿したことがきっかけで実現
し、「震災から 2年 福島の子どもたち」と題して放送されまし
た。MAKIDAI さんが来ることを知らなかった中学生は、驚いた
表情を見せながらも、原発事故から 2年経過した今の生活・不
安・今後の思いを語り合った後、MAKIDAI さんからダンスの指
導を受け「Choo Choo TRAIN」を一緒に踊り元気をもらいまし
た。大津君は「まさか来るとは思わなかったのでビックリしま
した。自分の憧れているMAKIDAI さんとダンスが出来てとても
嬉しかったです」と一緒に踊った感想を話してくださいました。

ダンスで中学生を激
励

ダンスで中学生を激
励

 　EXILE　ＭＡＫＩ
ＤＡＩ

 　EXILE　ＭＡＫＩ
ＤＡＩさんさん

暴力団排除標語コン
クール

暴力団排除標語コン
クール 　県北中学校では 3月 5日、桑折・国

見地区暴力団排除標語コンクール表彰
式が開かれました。今年は県北中生か
ら 189 点の応募があり、最優秀賞 1点
と優秀賞 4点が選ばれました。
【入賞者】　　　　　　　　
最優秀賞　八巻　佳乃さん（2年）
優秀賞　　大槻　日和さん（1年）
優秀賞　　佐久間雄大さん（2年）
優秀賞　　引地　理彩さん（2年）
優秀賞　    市川　　遥さん（2年）

県北中で表彰式県北中で表彰式

写真は、左から市川さん、引地さん、佐久間さん、大槻さん、八巻さん

　国見小学校では 3月 5日、「6年生を送る会」を開きました。在校
生は、お世話になった 6年生への感謝の気持ちを込めて各学年ごとに
発表し、「ありがとうございました。中学校に行っても頑張ってくだ
さい」などのお礼の言葉を添えて 6年生へプレゼントを贈りました。

　国見小学校で
は 2 月 28 日、
日本郵便主催の
手紙作文コン
クールの絵手紙
部門で暑中見舞
い賞を受賞した
佐藤菜子さん（2

絵手紙作文コンクー
ル表彰

感謝の気持ちを込め
て発表

　国

作文作文
佐藤菜子さん佐藤菜子さん
   （国見小 2年）   （国見小 2年）

感謝の気持ちを込め
て

感謝の気持ちを込め

 国見小「6年生を送
る会」

 国見小「6年生を送
る会」

年）に力丸広福島東郵便局長より賞状と記念品
が贈られました。佐藤さんは、担任の先生宛に
クレヨンとちぎり絵でトウモロコシを描いた絵
手紙を制作し、東北で唯一同賞を受賞しました。

在校生に迎えられ入場する 6年生在校生に迎えられ入場する 6年生1年生から 6年生へのプレゼント1年生から 6年生へのプレゼント

　春は別れの季節。学び舎でのたくさんの
思い出を胸に、それぞれ新しい道へと旅立
ちました。

【藤田保育所】
①修了証書授与　②お別れの歌
【森江野・小坂季節保育所】
③お別れの歌　④修了証書授与
【大枝・大木戸季節保育所】
⑤お別れの歌　⑥修了証書授与
【国見小学校】
⑦校歌斉唱　⑧卒業証書授与　
⑨在校生に見送られ校舎を後にする卒業生
【県北中学校】
⑩先生のとお別れ　⑪卒業記念写真
⑫卒業証書授与　　⑬式歌を歌う卒業生

①① ②② ③③

④④ ⑤⑤ ⑥⑥

⑧⑧ ⑨⑨⑦⑦

⑩⑩ ⑪⑪ ⑫⑫ ⑬⑬
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学
生
の
国
民
年
金
保
険

料
猶
予
制
度

　

所
得
が
少
な
く
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
困
難
な
20
歳
以
上

の
学
生
の
方
は
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
『
学
生
納
付

特
例
制
度
』
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
る
と
、
そ
の
期
間
中
の
障
害

や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

に
は
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
承
認
を
受

け
た
過
去
の
期
間
の
保
険
料

は
、
10
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
追

納(

後
払
い)

す
る
と
年
金
額

に
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　

平
成
25
年
度
分
の
学
生
納
付

特
例
の
申
請
は
４
月
か
ら
受
付

と
な
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ

る
方
は
、
年
金
手
帳
、
学
生
証

の
写
し
又
は
在
学
証
明
書
、
印

鑑
を
お
持
ち
に
な
り
役
場
保
健

福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
平
成
24
年
度
に
お
い

て
学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請

し
、
保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ

て
い
る
方
で
、
平
成
25
年
度
も

引
き
続
き
在
学
予
定
の
方
は
、

基
礎
年
金
番
号
等
が
印
字
さ
れ

た
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納
付
特

例
申
請
書
が
３
月
末
に
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度
と

同
じ
学
校
等
に
在
学
さ
れ
る
方

は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
記
載

事
項
を
記
入
し
返
送
さ
れ
る

と
、
平
成
25
年
度
も
学
生
納
付

特
例
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
は
、
在
学
証
明
書
等
の

添
付
は
不
要
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
は
学
生

納
付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、

保
険
料
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
納
付
書
を
送
付
い
た
し

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
お

近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

保
健
福
祉
課
国
保
係　

☎
５
８
５
―
２
７
８
５

東
北
福
島
年
金
事
務
所

☎
５
３
５
―
０
１
４
１

水
道
管
の
水
漏
れ
発
見

の
お
願
い

　

町
で
は
、
毎
年
専
門
業
者
に

委
託
し
て
漏
水
調
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、
全
て
の
漏
水
を

発
見
す
る
に
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
貴
重
な
水
を

無
駄
に
し
な
い
た
め
漏
水
調
査

を
実
施
し
、
漏
水
の
発
見
・
解

消
に
努
め
て
い
き
ま
す
が
、
町

民
の
皆
様
の
ご
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
も
し
、
道
路
上
な
ど
で

原
因
不
明
の
水
が
流
れ
て
い
る

な
ど
漏
水
の
疑
い
の
あ
る
場
所

を
発
見
さ
れ
ま
し
た
ら
、
上
下

水
道
課
水
道
係
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

◆
連
絡
先

上
下
水
道
課
水
道
係

☎
５
８
５
―
２
９
９
７

夜
間
休
日

☎
０
９
０
―
２
７
９
６
―
５
３
０
０

県
民
健
康
管
理
調
査
基
本

調
査
問
診
票
の
出
前
書
き

方
説
明
会
・
相
談
会

　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、

「
県
民
健
康
管
理
調
査　

基
本

調
査
問
診
票
」
に
関
す
る
出
前

書
き
方
説
明
会
・
相
談
会
を
皆

様
の
ご
要
望
に
応
じ
て
開
催
し

ま
す
。

　

開
催
日
時
は
、
土
・
日
・
祝

祭
日
を
除
く
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
の
間
で
、
１
回
当

た
り
10
名
〜
15
名
ま
で
の
相
談

が
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
県
立
医
科
大
学

県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
県
立
医
科
大
学　

県
民
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４
―
５
４
７
―
１
７
８
６

Ｈ
Ｐ
『
あ
な
た
の
健
康
、
見
守

り
ま
す
。』
で
検
索

くらしのくらしの
情　報情　報

農業委員会　総会の日程
　
　農業委員会の総会では、農地の貸借や売買、転用、農
業行政への建議等を審議します。
　総会は公開です。傍聴を希望される方は、開会時間ま
でにおいでください。　
　　・日時     4 月 22 日（月）　午後 1時 30 分
　　・日時     5 月 20 日（月）　午後 1時 30 分
　　・場所　観月台文化センター　大研修室
　　◆問い合わせ　農業委員会事務局　☎ 585-2890 

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

　
　　平成 25 年   2 月 28 日現在
　　　人口　　10,038 人（△ 13）
　　　男　　　  4,831 人（△ 7）
　　　女　　  　5,207 人（△ 6）
　　　世帯　  　3,332 世帯（ +1）
    ※ 広報くにみでは住民基本台帳人口を
         掲載しています。   

人口と世帯 【心配ごと相談】
 ・開催日及び相談員
     9 日（木）松浦　知弘さん
   　　            鈴木　道代さん
   23 日（木）高野　俊久さん
   　　　　　 佐藤　正子さん
 ・場所　観月台文化センター
 　　　　第 2和室
 ・時間　午前 9時～正午

5
月
の
相
談
会

【障がい者相談】
  ・開催日　21日（火）

 ・場所　観月台文化センター

 　　　   保健指導室

 ・時間　午前 10時～午後 4時

※障がい者に関する様々な相談

を受付しますので、ぜひご利用

ください。

戸 籍 の 窓 口
2月 21 日～ 3月 20 日受付分

●結婚おめでとう●

　緑上　和幸 さん

　大野佑里子 さん

　

●誕生おめでとう●

　菊地　伊
いおり
織ちゃん（藤田宮前）　

　　　貴雄さん　明日香さん

　菊地　結
ゆ め
惠ちゃん（宮町北）

　　　渉さん　七恵さん

●おくやみ申し上げます●

　佐藤　正善さん　80（第 3）

　小室　　弘さん　76（山崎宮舘）

　小西　 子さん　79（大町南）

　福原　リツさん　90（山崎宮舘）

　大津チヨ子さん　68（第 4）

　髙橋　正男さん　73（山崎北）

　阿部　隆夫さん　81（大木戸）

　樋口　ハナさん　92（錦町）

　佐野　貞治さん  101（第 8）

　志村　良次さん　72（大木戸）

　　掲載を希望されない方は、届出

　の際にお申し出ください。

自
動
車
税
の
納
期
は

５
月
31
日(

金)

で
す

〜
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま

す
〜

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１

日
現
在
の
自
動
車
の
所
有
者

(

又
は
使
用
者)

に
課
税
さ
れ

る
県
の
税
金
で
す
。

　

平
成
25
年
度
の
自
動
車
納
税

通
知
書
は
、
５
月
８
日(

水)

に
各
福
島
県
地
方
振
興
局
か
ら

一
斉
に
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
又
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
期

限
の
５
月
31
日(

金)

ま
で
に

納
税
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

〜
納
税
証
明
書
は
保
管
し
て
く

だ
さ
い
〜

　

４
月
１
日
以
降
、
他
県
に
移

転
登
録
を
し
、
そ
こ
で
車
検
を

受
け
る
場
合
に
も
、
福
島
県
の

納
税
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
車
検
用
の
納
税
証
明

書
は
車
検
書
と
い
っ
し
ょ
に
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

〜
変
更
が
あ
っ
た
ら
届
出
を
〜

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
と
き
、

使
用
し
な
く
な
っ
た
と
き
、
住

所
を
移
転
し
た
と
き
等
は
、
お

早
め
に
運
輸
支
局
等
で
登
録
手

続
き
を
す
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

◆
問
い
合
わ
せ

【
自
動
車
税
】

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局
県
税

部　

自
動
車
税
チ
ー
ム

福
島
島
中
町
１
―
19
中
町
ビ
ル
６
階

☎
０
２
４
―
５
２
３
―
０
０
５
１

【
変
更
等
】

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局

福
島
市
吉
倉
字
吉
田
54

☎
０
５
０
―
５
５
４
０
―
２
０
１
５

は
か
り
の
定
期
検
査

　

商
店
・
工
場
・
事
業
所
等
で

「
取
引
や
証
明
行
為
」
に
使
わ
れ

て
い
る
は
か
り
は
、
計
量
法
に

よ
り
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査

を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

事
前
調
査
を
ま
だ
受
け
て
い

な
い
方
、
定
期
検
査
に
つ
い
て

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
５
月
７
日
（
火
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
検
査
の
種
類

【
集
合
検
査
】

集
合
検
査
会
場
で
実
施
し
ま

す
。
ひ
ょ
う
量
が
５
０
０
kg
以

下
の
一
般
小
型
は
か
り
が
該
当

し
ま
す
。

【
所
在
場
所
検
査
】

は
か
り
の
所
在
場
所
（
商
店
・
工

場
・
事
業
所
等
）
で
実
施
し
ま
す
。

検
査
に
は
大
型
は
か
り
や
電
気

式
は
か
り
が
該
当
し
ま
す
。

▼
検
査
日
等

【
集
合
検
査
】　

５
月
８
日（
水
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
（
北

側
駐
車
場
）
で
開
催
予
定
。

【
所
在
場
所
検
査
】　

４
月
８
日

（
月
）
〜
12
日
（
金
）

◆
問
い
合
わ
せ

産
業
振
興
課
産
業
振
興
係

☎
５
８
５
―
２
９
８
６

放送局：ふくしまＦＭ　81.8MHz
番組では、皆さんからの情報をお待ちしています。
◆問い合わせ　産業振興課　☎５８５－２９８６

平成 25 年度も継続します

（板橋南）
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行事のお知らせ行事のお知らせ
≪ 4月≫
13 日 ( 土 ) みみずく「おはなし会」
21 日 ( 日 ) 家庭の日
25 日 ( 木 ) ブックスタート
26 日 ( 金 ) 成人学級「開講式」

≪ 5月≫
  7 日 ( 火 ) 休館日
  9 日 ( 木 ) 阿津賀志学級「開講式」
　　　　　子ども移動図書館（国見小 3年生）
11 日 ( 土 ) 少年仲間づくり教室「開講式」
15 日 ( 水 ) くにみ女性教室「開講式」
16 日 ( 木 ) ブックスタート
19 日 ( 日 ) 町長杯スポーツ大会総合開会式
　　　　　（上野台総合運動場）
　　　　　家庭の日
21日 ( 火 ) 子ども移動図書館（国見小 2年生）
23日 ( 木 ) 子ども移動図書館（国見小 1年生）
25 日 ( 土 ) 町長杯スポーツ大会
　　　　　国見っ子わんぱく広場 「開所式」
26 日 ( 日 ) 町長杯スポーツ大会
28 日 ( 火 ) 阿津賀志学級「交通教室」

ら
く
ち
ん
！

子
ど
も
の
ヘ
ル
シ
ー
ラ
ン
チ

　

３
月
23
日
開
催
の
子
育
て
応

援
講
座
「
春
休
み
親
子
ク
ッ
キ

ン
グ
教
室
」
に
は
、
小
学
生
親

子
11
組
25
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
進
藤
靖
子
先
生

（
日
本
製
粉
株
式
会
社
仙
台
支
店

ク
ッ
キ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
）
よ
り

指
導
を
受
け
、
塩
麹
の
豆
乳
ク

リ
ー
ム
パ
ス
タ
・
サ
ツ
マ
イ
モ

の
食
べ
る
ス
ー
プ
・
黒
糖
蒸
し

パ
ン
の
３
品
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

  

進
藤
先
生
の
丁
寧
で
分
か
り

や
す
い
説
明
を
聞
き
、
わ
か
ら

な
い
と
こ
ろ
は
質
問
し
な
が
ら

親
子
で
楽
し
く
料
理
に
取
り
組

む
姿
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
に
は
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
料
理
の
楽
し

さ
を
体
験
さ
せ
た
方
が
料
理
好

き
の
子
に
育
つ
こ
と
や
、
豆
乳

や
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
使
う
こ

と
で
ヘ
ル
シ
ー
な
献
立
に
仕
上

が
る
こ
と
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

　

会
食
後
、
子
ど
も
達
か
ら
は

「
苦
手
だ
っ
た
キ
ノ
コ
が
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。」
保

護
者
の
方
か
ら
は
「
集
中
す
る

子
ど
も
の
姿
が
見
ら
れ
て
よ

か
っ
た
。」
な
ど
の
感
想
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

  
春
休
み
の
初
日
、
家
族
で
ふ

れ
あ
い
美
味
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

真剣な表情で説明を聞く子どもたち

大
盛
り
上
が
り
！

「
一
年
間
の
思
い
出
ビ
ン
ゴ
」

  

「
国
見
っ
子
わ
ん
ぱ
く
広
場
」

は
、
３
月
２
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
閉
所
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
放
課
後
子
ど
も
教

室
運
営
委
員
会
長
と
公
民
館
長

か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
児
童

２
名
か
ら
楽
し
か
っ
た
活
動
の

発
表
、
そ
の
後
全
員
で
歌
を
歌

い
ま
し
た
。

　

最
後
の
活
動
で
は
、
ド
ッ
チ

ビ
ー
や
竹
細
工
の
鉄
砲
な
ど
で

思
い
切
り
身
体
を
動
か
し
て
遊

び
、
第
一
和
室
に
移
動
後
は
、

会
食
を
楽
し
み
な
が
ら
、
一
年

間
の
活
動
メ
ニ
ュ
ー
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
し
た
思
い
出
ビ
ン
ゴ

大
会
で
活
動
を
ふ
り
返
り
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ビンゴ大会で盛り上がる教室生

　

町
民
講
座
「
切
り
絵
教
室
」

は
、
３
月
５
日
、
12
日
の
両
日

に
瓶
子
美
千
子
氏
（
手
工
芸
愛

好
家
）
を
講
師
に
迎
え
、
受
講

生
19
名
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
「
簡
単
に
で
き
る
オ

シ
ャ
レ
な
額
飾
り
」
は
、
東
欧

風
切
り
絵
を
基
調
と
し
た
花
や

鳥
な
ど
デ
ザ
イ
ン
の
パ
タ
ー
ン

の
切
り
絵
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
「
鳥
の
モ
ビ
ー
ル
作

り
」
は
、
蝋
和
紙
で
折
っ
た
鳥

の
羽
根
を
モ
ビ
ー
ル
に
バ
ラ
ン

ス
よ
く
下
げ
る
作
業
に
悪
戦
苦

闘
し
な
が
ら
も
、
集
中
し
て
作

品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

受
講
者
は
、
折
り
畳
ん
だ
紙

を
広
げ
る
際
の
わ
く
わ
く
感
と

魅
力
は
わ
く
わ
く
感
で
す
！

夢
中
に
な
れ
る
切
り
絵
の
魅
力

を
十
分
に
楽
し
み
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

切り絵教室講師（前列中央）と受講者のみなさん

剣
禅
一
如
の
精
神
で

　

第
11
回
国
見
町
剣
道
祭
は
、

３
月
24
日
に
柏
葉
体
育
館
で
開

催
さ
れ
、
午
前
の
錬
成
試
合
に

は
県
北
地
方
や
白
石
市
か
ら
約

１
０
０
名
の
小
中
学
生
が
出
場

し
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
午
後
か
ら
は
駒
澤
大

学
の
学
生
や
地
元
指
導
者
も
交

じ
り
、
２
０
０
名
程
の
剣
士
が

一
堂
に
会
し
て
盛
大
に
稽
古
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
参
加
者
の
成
績
は
次
の

と
お
り
で
す
。

【
個
人
・
中
学
生
の
部
】

第
３
位
…
赤
井
畑 

誼(

佑
武
館)鍛錬の成果を発揮する選手ら

　　

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

町長杯スポーツ大会
                                  出場者募集 ! !出場者募集 ! !
◆競技種目・会場

・総合開会式　5月 19 日 ( 日 )9：00　上野台運動公園総合運動場
・表　彰　式　観月台文化センター　入賞者に別途案内します。
・代表者会議　5月 9日 ( 木 )19：00　観月台文化センター

日　　時 競技種目 会　　場
5月 19 日（日）
午前 9時 30 分

軟式野球 上野台総合運動場

テニス（男複・女複） 上野台テニスコート

5月 25 日（土）
午前 9時 00 分

グラウンドゴルフ 上野台総合運動場

5月 26 日（日）
午前 9時 00 分

ソフトボール 上野台総合運動場

家庭バレーボール 文化センター体育館

◆参加資格
・町内在住、在勤の社会人又はそれで編成したチーム
・町体育協会会員又は加盟チーム
・町内同一職場又は事務所で編成したチーム

【申し込み】
　5月 6日 ( 月 ) まで
【問い合わせ】
　生涯学習課文化スポーツ係

（☎ 585-2676）
※大会要項・参加申込書は、　
　観月台文化センター窓口で
　配布しています。

杯 ポ 大会杯 ポ 大会

親子でクッキングに挑戦

昨年の家庭バレーボール大会の様子

参加無料参加無料

　

２
月
25
日
に
国
見
小
学
校
３

年
生
の
児
童
89
名
が
、
社
会
科

見
学
で
県
指
定
重
要
文
化
財

「
旧
佐
藤
家
住
宅
」
を
訪
れ
、

町
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
３
名

か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
古
民
家
と
民

具
を
実
際
に
見
て
学
び
ま
し

た
。
ま
た
、
明
治
か
ら
戦
後
に

か
け
て
県
内
で
撮
影
さ
れ
た
ビ

デ
オ
映
像
を
鑑
賞
し
、
当
時
の

様
子
に
つ
い
て
解
説
を
聴
き
ま

し
た
。

　

雪
の
降
る
中
で
の
見
学
で
し

昔
の
生
活
を
学
ん
だ
よ

「
旧
佐
藤
家
住
宅
」
社
会
科
見
学

た
が
、
古
民
家
の
中
で
の
寒
さ

や
温
か
さ
、
茅
葺
屋
根
や
土
壁
・

デ
コ
ボ
コ
し
た
柱
な
ど
を
体
感

し
、
昔
の
く
ら
し
の
知
恵
や
苦

労
を
知
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。旧佐藤家住宅を見学する児童たち

に
盛

上
が

ま

た

　役場機能移転のため、下記のとおり
利用ができません。利用者皆様のご理
解をよろしくお願いいたします。
◆対象施設
　観月台文化センター第 1研修室 (3F)
　※原発災害対策課執務室となります
◆利用制限期間（予定）
　平成 25 年 4月から 8月中旬まで

観月台文化センター第１研修室の
利用制限について

お知らせお知らせ




